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中文提要
台灣皮影戲中的潮州話	 山下　一夫

台灣皮影戲劇本中潮州話詞語的問題，邱一峰、陳櫻仁、鄭守治等前輩學者已有指出，但

並沒有深入討論。本文對台灣皮影戲「上四本」中出現的潮州話詞語進行調查，發現以下幾

點：（一）前輩學者列舉的詞語當中，部分詞語並非潮州話特有，如：「泪」、「住了」、「正是」、

「是真」、「因依」、「因伊」、「攏有」、「細二」以及「若久」等。（二）部分詞語可以認定為潮

州話特有，而且可以追溯到明本潮州戲文，如：「赧」、「乜」、「呾」、「再年」、「障年」以及

「向年」等。其中「障年」、「向年」在現代潮州話已不再使用，這意味著台灣皮影戲劇本中保

留明代潮州話。（三）現在台灣皮影戲劇團演出傳統劇目時，基本上用台灣話，有的潮州話詞

語也用台灣話詞語來代替，但有的仍然用原來的潮州話詞語；演出新編劇目時均用台灣話，沒

出現潮州話詞語。從中可以了解到，台灣皮影戲在語言方面呈現本土化的傾向。

關鍵詞：台灣皮影戲、上四本、《明本潮州戲文五種》、台灣話、潮州話

何文秀故事傳奇之演變	 川　浩二

現存明時何文秀故事傳奇有三：心一山人《何文秀玉釵記》傳奇，四十四齣；陳則清《何

文秀玉釵記》傳奇，三十八齣；無名氏《鳳簪十義記》傳奇，《群音類選》收錄其殘齣六齣。

本文對何文秀故事傳奇之演變進行探討，得出以下結論：（一）通過三種傳奇與《新刻說義夫

節婦何文秀報冤本傳》寶卷的比較、分析，闡明何文秀故事之形成可以溯到三種傳奇成立以前。

（二）三種傳奇同承一脈，而陳則清本中不見妓女，而添加“分釵”情節，著重於夫婦相愛；

心一山人以“一股玉釵”為線索，蛻變良家千金與妓女均嫁給才子的故事；《鳳簪十義記》則

與上述二本無涉。

關鍵詞：何文秀、《玉釵記》、《鳳簪十義記》、明傳奇、寶卷

薛家將征西故事小說演變考	 千田　大介

薛家將征西故事，明萬曆間《金貂記》傳奇中見其雛形，康熙間《混唐後傳》敷衍為小說，

包含薛丁山下山救父、薛丁山娶陳金定、薛金蓮道法破敵等情節。乾隆十九年《異說征西》承

襲《混唐後傳》，並且增多樊梨花之事，但三休樊梨花情節僅在程咬金奏文中提及。《說唐》系

列小說作者如蓮居士，約在乾隆二十年撰寫《異說反唐》，自征西軍班師起筆，其征西故事包

含：薛丁山有五個妻子；九天玄女救活唐萬仞；薛丁山逼樊梨花斬楊凡等情節。這些情節與

《說唐三傳》有所不同，而唐萬仞之事《說唐後傳》中實有伏筆，然則《說唐後傳》卷末提及

的《薛丁山征西傳》，並非《說唐三傳》，而未付梓之另外一部小說，如蓮居士根據《薛丁山征

西傳》、《異說征西》改編《說唐三傳》。內府本《西唐傳》傳奇中有〈逼斬楊凡〉一齣，如蓮

居士薛家將征西故事當借鑒於京腔系三休樊梨花故事。

關鍵詞：《混唐後傳》、《異說征西》、《異說反唐》、《說唐三傳》、三休樊梨花



※ 本稿は日本学術振興会科学研
究費補助金「近現代中華圏に
おける芸能文化の伝播・流
通・変容」（令和３年度、基盤研
究 (B)、課題番号：20H01240、研究

代表者：山下一夫）および「中
国古典戯曲の「本色」と「通
俗」～明清代における上演向
け伝奇の総合的研究」（平成 29 

～令和３年度、基盤研究 (B)、課題

番号：17H02327、研究代表者：千

田大介）による成果の一部で
ある。

[1] 「台湾語」という表現につい
ては様々な問題があるが、こ
れについては以下を参照。呉
素汝，「いったい何が「台湾
語」なのか」，上田直輝・山
下仁・呉素汝・柳田亮吾・小
川敦・植田晃次『言語文化
共同研究プロジェクト 2020

　批判的社会言語学の対話』，
大阪：大阪大学大学院言語文
化研究科，2021年，pp.29-36。

[2] 邱一峰《台灣皮影戲研究》，

台北：國立台灣大學中國文學

研究所碩士論文，1998 年，

p.171。

[3] 台灣的影戲傳自潮州，以潮調
音樂為主，在劇本中更可輕
易發現潮語方言的存在，如
乜（什麼）、向年（那麼）、做再
年（如何、怎麼辦）、障年（這樣、
如此）等，在《明本潮州戲文
五種》中皆可以得到印證。
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台湾皮影戯における潮州語

山下　一夫

1．はじめに

台湾の伝統的な人形劇は、布袋戯（手遣い人形劇）・傀儡戯

（糸操り人形劇）・皮影戯（影絵人形劇）の三種類が存在し、いずれ

も一般に台湾語で上演されている。ここでいう台湾語とは、福

建移民の閩南語泉州方言と閩南語漳州方言が台湾で混交・融合

し、独自の発展を遂げた閩南語の一種である [1]。

しかし一方で、皮影戯については台本に閩南語潮州方言、す

なわち潮州語の語彙が現れることがつとに指摘されている。最

初にこの問題を取り上げたのは邱一峰で、以下の様に述べてい

る（［　］内の日本語は筆者による補足、以下同じ）[2]。

台湾の影絵人形劇は潮州から伝わった。音楽も潮調が中

心で、また台本からは、乜（什麼［何］）、向年（那麼［そ

れなら］）、做再年（如何、怎麼辦［どのように、どうするか］）、

障年（這樣、如此［このように］）など、潮州語の存在を簡

単に見て取ることができる。いずれも『明本潮州戯文五

種』から裏付けることができる [3]。

ここで挙げられている「乜」「向年」「做再年」は、例えば

「現代台湾語の常用語彙を網羅すること」を編集方針として編

集された『東方台湾語辞典』に見えないことから考えても [4]、

少なくとも現代の台湾語話者には異質な表現であることは確か

である。しかし、これらの語彙がどうして潮州語と言えるのか、

またどのような性質のものなのかについて、具体的な検討は行



[4] 村上嘉英（編著），東京：東方
書店，2007年。

[5]	 广州：广东人民出版社，1985

年。

[6] 陳櫻仁，《台灣地區皮影戲劇

本語言研究》，高雄：高雄師

範大學台灣語言及教學研究

所碩士論文，2004 年，pp.47-

48。

[7] 原文は「尀」の偏を「叵」で
はなく「豆」で表記している
が、この問題については後述。
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われていない。また『明本潮州戯文五種』は、広東省潮州で出

土した明代の戯文五種を影印出版したものだが [5]、そこに見

られる言語とこれらの表現との関係についても、きちんとした

論証が必要となる。

次にこの問題を取り上げたのは陳桜仁である。同氏は、台本

中に見える潮州語語彙について、福徳皮影劇団の林淇亮と合興

皮影劇団の張春天にインタビューを行った結果を以下の様にま

とめている [6]。

潮州詞彙［潮州語語彙］ 詞意［意味］ 例句［例文］

泪、目汁 眼淚［涙］
兩泪汪汪［両眼から涙があふれる］、泪連連［涙がぽ
ろぽろと出る］、泪滿腿［涙が頰に満ちる］、目汁流
滴［涙が流れる］

赧 我們［わたしたち］ 赧娘相隨來去看燈，豈不是好［わたしたちも一緒に
灯籠見物に行きましょうか］

乜 什麼［何］ 乃是為乜因故［それは何のためでしょうか］

呾 說話［話しをする］ 要唱又不敢，命我來共你呾知［歌おうとしないので、
あなたにきちんと話すよう言われました］

坐再年、再年
如何、怎麼辦［どのよ
うに、どうするか］

哦子，媳婦一日不見，甲我坐再年好了苦［ああ我が
子よ、私は一度も会っていない、私はどうしたら苦
しみを終わらせられるのか］

向年 那麼［それなら］
向年煩勞代呼一盃，正好敬上萬歲［それなら面倒を
かけるが代わりに一杯入れ、それを陛下に捧げてく
れ］

障年
這樣、如此［このよう
に］

切勿埋怨奴婢相欺，是伊命中皆障年［決して恨むこ
とはない、私めに騙されたのも、かれは運命によっ
てすべてこのようになっていたからです］

尀耐 [7] 可惱、可恨［いまいま
しい］

懷恨不平，尀耐哥哥太不仁［憎らしいことだ、いま
いましい兄め、ひどいことをする］

仝頭 從頭［初めから］ 仝頭說因衣［初めから理由を言う］

住了
喝令語［命令する時の
言い方］ 住了你這畜牲［やめろ、この野郎］

正是、是真
肯定語［肯定する時の
言い方］

正是善惡到頭總有報［まさにこれ、善悪は最後には
報いがある、というもの］

因伊、因衣 緣故［理由］ 聽說因伊［理由を聞く］

專請
「請」之義［請（どう
ぞ）の意味］

專請母親哥嫂出來拜別［お母様、嫂様、どうぞお別
れに出て来てください］

陳桜仁の研究は、芸人自身が台本の中の潮州語表現を認識し

ていたという事実も含め、非常に貴重な証言であるといえるが、

一方でこのうち「泪」「住了」「正是」「是真」「因衣」（およびそ



[8]	 郑守治，《正字戏潮剧剧本唱

腔研究》，北京：中国戏剧出

版社，2010 年，p.180。

[9]	 潮调《高良德》等潮调剧目演

出时用台湾闽南话唱念，但因

底本源自潮州歌册，自然也出

现了许多潮州方言特征词语，

如：“呾知”（说明白）、“拢有”

（都有）、“乜个”（什么）、“细

二”（细腻）、“若久”（多久）、

“障年”（怎么了）等。

[10] 「台湾の影絵人形劇研究―そ
の現状と課題」，『中国都市芸
能研究』第十四輯，2021年，
pp.5-32。「台湾皮影戯『白鶯
歌』と明伝奇『鸚鵡記』」
『中国都市芸能研究』第十五
輯，2021年，pp.5-30。〈台灣
皮影戲《白鶯歌》與明傳奇
《鸚鵡記》〉，氷上正、山下一
夫（編）《地方戲曲和皮影戲―
―日本學者華人戲曲曲藝論文
集》，台北：博揚文化，2018

年，pp.1-38。「台湾南部にお
ける影絵人形劇の上演につい
て――中元節を中心に」，『中
国都市芸能研究』第十六輯，
2018年，pp.30-57。「台湾皮影
戯『蘇雲』考」，『中国都市芸
能研究』第十七輯，2019年，
pp.38-58。「台湾皮影戯上四本
の『白鶯歌』と『蘇雲』につ
いて」，石光生・邱一峰・山
下一夫・氷上正・戸部健・千
田大介・平林宣和・佐藤仁
史（著）『中華圏の伝統芸能と
地域社会』，東京：好文出版，
2019年，pp.47-89。「台湾皮影
戯『割股』考」，『中国都市芸
能研究』第十九輯，2021年，
pp.5-27。
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の当て字の「因伊」）は、そもそも明清の白話小説などでも一般

に用いられる表現であり、潮州語特有の表現とは言い難いだろ

う。

さらに鄭守治は、潮州歌冊に由来する台湾皮影戯『高良徳』

について、陳桜仁の研究を引用した上で以下の様に述べてい 

る [8]。

潮調『高良徳』などの潮調劇目は、上演に際しては台湾

の閩南語が用いられる。しかしこれは潮州歌冊に由来す

るため、自ずと潮州方言特有の語彙が多く登場してい

る。例えば、呾知（說明白［きちんと話す、話して解らせる］）、

攏有（都有［すべて持っている、すべてある］）、乜個（什麼

［何］）、細二（細膩［細やかである］）、若久（多久［どのくら

いの間］）、障年（怎麼了［どうしたのか］）などである [9]。

鄭守治はここで「呾知」・「乜個」・「攏有」・「細二」・「若久」

などの表現を挙げ、さらに「障年」については陳桜仁と異なる

解釈を示しているが、これらについてもその妥当性を検討する

必要があるだろう。

筆者はこれまで、台湾皮影戯の「上四本」（『蔡伯皆
ママ

』・『白鶯

歌』・『蘇雲』・『割股』）がいずれも広東省の正字戯や白字戯に由来

すること、また台湾皮影戯は潮州移民が台湾に持ち込んだ後、

台湾で独自の発展を遂げた人形劇であることを論じてきた [10]。

しかし、そこに介在する言語の問題については、具体的な検討

を行わないままとなっていた。そこで本稿では、邱一峰・陳桜

仁・鄭守治が提起した台湾皮影戯における潮州語語彙について、

「上四本」を対象に調査を行い、また実際の上演における状況

も検討し、そこから台湾皮影戯の性質について考察を行いたい

と思う。



[11] 洪惟仁，《音變的動機與方

向：漳泉競爭與台灣普通腔的

形成》，新竹：國立清華大學

語言學研究所博士論文，2003

年。

[12] 洪惟仁，《臺灣社會語言地理

學研究》，台北：前衛出版

社，2019 年。

[13]	 中国社会科学院语言研究所、

中国社会科学院民族学与人

类学研究所、香港城市大学

语言资讯科学研究中心，《中

国语言地图集（第 2 版）汉语

方言卷》，北京：商务印书馆，

2012 年，p.111。

[14]	《中国语言地图集（第 2版）汉

语方言卷》，p.111、p.113。
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2．台湾語と潮州語

前章で述べたように、台湾語は閩南語泉州方言と閩南語漳州

方言の混交によって形成されたが、これはもともと両者がお互

いに意思疎通が可能な程度に近接していた上に、台湾内部で泉

州移民と漳州移民の合流が進んだことが原因となっている [11]。

ただし両者が完全に融合し、台湾全土で均質化されているわ

けではなく、泉州方言の要素が強い地域（台北市・新北市西部・

基隆市南部・新竹市・台中市西部・彰化県・雲林県西部・嘉義県西部な

ど）、漳州方言の要素が強い地域（新北市北部および東部・基隆市北

部・桃園市・台中市中部・南投県西部・雲林県東部・嘉義市・嘉義県東部

など）、両者の融合が進んだ地域（台南市・高雄市南西部・台東県中

部・屏東県南部など）に分かれ、それぞれの方言区を形成してい

る [12]。また閩南語泉州方言と閩南語漳州方言の混交は、両者

の分布地域に挟まれた福建省厦門においても進行したため、閩

南語厦門方言と台湾語は一定の近似性を有している。こうした

事情により、泉州方言・漳州方言・厦門方言・台湾語は互いに

意思疎通が可能な近接した言語となっており、いずれも同じ閩

南語の下位分類である「泉漳小片」に属している [13]。

閩南語にはまた、「潮汕小片」と分類される別のグループが

あり、『中国語言地図集（第 2版）漢語方言巻』では以下のよう

に定義されている [14]。

広東省：潮州市・澄海市・潮安県・饒平県・南澳県・潮

陽市（今は汕頭市に編入）・恵来県・普寧市・掲陽市・掲

東県・海豊県（客家語を話す一部の郷鎮は除外）・陸豊市（客

家語を話す一部の郷鎮は除外）・汕尾市（城区）…（略）…潮

汕小片の重要な特徴は次の通り。第一に、-oi（鞋）、-oiʔ

（八）、-õi（閑）、-uẽ（関）などの韻母があること。第二に、

安＝翁 aŋ˧、結＝角 kak˨、「慢」は bueŋと発音、「歓」



[15]	 广东省：潮州市　澄海市　潮

安县　饶平县　南澳县　潮阳

市（今并入汕头市）　惠来县　

普宁市　揭阳市　揭东县　海

丰县（部分乡镇说客家话除外）　

陆丰市（部分乡镇说客家话除外）

　汕尾市（城区）…（略）…潮

汕小片的重要特点，一是有

［-oi（鞋）、-oiʔ（八）、-õi（闲）、
-uẽ（关）］等韵母。二是有些
前、后鼻音韵尾合并为［-ŋ/-
k］，如安＝翁 aŋ˧ 结＝角 kak˨ ，
“慢”读 bueŋ，“欢”读 hueŋ，
等等。三是有不少字在闽南片

其他小片不读鼻化韵母，而

在潮汕小片读鼻化韵母，如

“虎”读 hõu ˥˧，“幼”读 iũ˨˩˧，
“爱”读 ãi˨˩˧，等等。四是有
8 个声调。古平、上、去、入

四声依清浊声母之不同各分为

阴阳两个调类。五是有自己特

有的词语。如：壁虎叫“胡蝇

虎 hou˥siŋ˥hõu˥˧”，玉米叫“幼
美人 iũ˨˩˧ mui˥˧ ziŋ˥”，故意叫
“专爱 tsueŋ˧ ãi˨˩˧”，等等。

[16]	 李新魁，《广东的方言》，p.263、

pp.265-266。
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は hueŋと発音するなど、前鼻音韻尾や後鼻音韻尾の一

部が［-ŋ/-k］に合流していること。第三に、「虎」を

hõu ˥˧ と発音、「幼」を iũ˨˩˧と発音、「愛」を ãi˨˩˧ と発

音するなど、閩南語の他の小片では鼻音化韻母ではな

いものが、潮汕では鼻音化韻母になっていること。第

四に、昔の平・上・去・入の四声が、声母の清濁に

よって陰陽の 2つの調類に分かれ、声調が 8つになっ

たままであること。第五に、「壁虎（ヤモリ）」を「胡蠅

虎 hou˥siŋ˥hõu˥˧」、「玉米（トウモロコシ）」を「幼美人 iũ˨˩˧ 

mui˥˧ ziŋ˥」、「故意（わざと）」を「専愛 tsueŋ˧ ãi˨˩˧」と言

うなど、独特な語彙があること [15]。

また李新魁は、上記の「潮汕小片」の分布範囲の方言につい

て、以下の様に述べている [16]。

広東の粤東地区の閩方言は、かつて「潮州話」と称さ

れたが、現在では一般に「潮汕方言」と言い、簡略化

して「潮語」とも言う。…（略）…現代の潮汕方言は汕

頭・潮州・掲陽・澄海・南澳・饒平・潮陽・普寧・恵

来・陸豊、海豊、汕尾および恵東・恵西（それぞれ一部の

地区のみ）などの県・市に分布し、使用人口は約 1000万

人である。さらに海外の華僑や香港・マカオの同胞も

加えると、潮語を用いる人数は 2500万人以上にのぼる。

潮汕方言は内部で比較的一致しており、各地の差異は小

さい。もし細かく分類するなら、3つの支系に分けるこ

とができる。すなわち、次の 3つの小片である。（1）汕

頭片。汕頭市・潮州市・掲陽市と、澄海・南澳・饒平・

掲西などの県。（2）潮普片。潮陽・普寧・恵来などの県。

（3）陸海片。汕尾・陸豊・海豊などの県。この 3つの片

の差異は主に発音面に現れ、語彙は多少の違いはあるも



[17]	 流行于广东粤东地区的闽方言

过去称为“潮州话”，现在一

般叫做“潮汕方言”，简称为

“潮语”。…（略）…现代的潮

汕方言流行于汕头、潮州、揭

阳、澄海、南澳、饶平、潮

阳、普宁、惠来、陆丰、海

丰、汕尾以及惠东、惠西（各

一小部分地区）等县市，使用的

人数约 1000 万人左右。加上

海外的华侨和港澳同胞，使用

潮语的人数约在 2500 万人以

上。潮汕方言的内部结构相当

一致，各地的差异不大。如果

加以细分，它还可以分为三个

支系，即可再分为三个小片：

（1）汕头片，包括汕头市、潮

州市、揭阳市和澄海、南澳、

饶平、揭西诸县。（2）潮普片，

包括潮阳、普宁、惠来等县。

（3）陆海片，包括汕尾、陆丰

和海丰县。这三个小片的差异

主要是表现在语音方面，词语

上有一些差别，但不大，语法

上却基本一致。从接近成都上

说，潮普片与陆海片更为接近

一些。

[18]	〈广东省戏曲剧种分布图〉，

《中国戏曲剧种大辞典》，上

海：上海辞书出版社，1995 年，

p.1303。

[19]	 詹伯慧、张振兴，《汉语方言

学大词典》，广州：广东教育

出版社，2017 年，p.178。

[20]	 广义的“潮州方言”实为“潮

汕方言”，包括潮州市区、汕

头市区、揭阳市区及其所辖县

镇方言；狭义的“潮州方言”

一般指潮州市区方言。
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の大きな差は無く、文法も基本的に一致している。近さ

という点で言えば、潮普片と陸海片はより近い [17]。

これによれば、『中国語言地図集（第 2版）漢語方言巻』で

いう「潮汕小片」はすなわち「潮州話」、つまり「潮州語」で、

また小分類として汕頭片・潮普片・陸海片があることになる。

ちなみに汕頭片の分布地域は地区全体の政治・経済・文化の中

心地で、潮普片の分布地域とともに清代は潮州府に属し、伝統

演劇は潮劇が行われている。一方、陸海片の分布地域は恵州府

に属し、伝統演劇は正字戯・白字戯が分布する [18]。

これに対し、徐宇航は「潮州方言」において以下の様に述べ

ている [19]。

広義の「潮州方言」は、実際には「潮汕方言」で、潮州

市内、汕頭市内、掲陽市内、およびその管轄下にある県

や鎮の方言のことである。狭義の「潮州方言」は、一般

に潮州市内の方言を指す [20]。

徐宇航は李新魁の言う潮普片と陸海片は含めず、汕頭片のみ

を広義の潮州方言の範囲とし、また潮州という表現から想起さ

れる「潮州市の方言」を狭義の潮州方言としている。李新魁と

徐宇航の記述を総合すると、潮州語という表現が指し示し得る

内容は、現在の行政区画で言えば以下の三種類が存在すること

になる。

（a）閩南語潮汕小片を指す。潮州市（潮安区、湘橋区、饒平

県）、汕頭市（金平区、濠江区、竜湖区、潮陽区、潮南区、澄海

区、南澳県）、掲陽市（榕城区、掲東区、普寧市、掲西県、恵来

県）、汕尾市（城区、陸豊市、海豊県）。

（b）閩南語潮汕小片の汕頭片を指す。潮州市（潮安区、湘橋



[21] 甘 為 霖（William Campbell）， 臺

南：臺灣教會公報社，1913

年（臺南：臺灣教會公報社 , 1997

年影印）。

[22] Glasgow: Blackie & Son Ltd., 

1892.
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区、饒平県）、汕頭市（金平区、濠江区、竜湖区、潮南区、澄海

区、南澳県）、掲陽市（榕城区、掲東区）。

（c）潮州市内の方言を指す。潮州市（潮安区、湘橋区）。

前稿でも触れたとおり、台湾皮影戯の演目は汕尾市の陸豊

市・海豊県に分布する正字戯・白字戯・陸豊皮影戯と共通す

るものがあるため、（a）の立場から検討を行いたいところだが、

「潮普片と陸海片は近い」ということは、逆に両者は汕頭片と

異なる部分があることになる。そこでひとまず本稿では、すで

に研究の蓄積もある（b）の立場から潮州語について検討して

行きたいと思う。

現在、台湾語は台湾教育部が 2006年に公布した「台湾閩南

語羅馬字拼音方案」（TL）、潮州語は広東省教育行政部が 1960

年に公布した「潮州話拼音方案」の使用が推奨されているが、

前者は教会ローマ字の一種である POJを修正したもの、後者

は普通話のピンインを基に作られたもので、対照させるのに

は不便である。そのため声母・韻母・声調の表記方法が共通

する教会ローマ字で両者を表記することとし、台湾語は “A 

dictionary of  the Amoy vernacular : spoken throughout the prefectures 

of  Chin-Chiu, Chiang-Chiu and Formosa”[21]、潮州語は “Matthew to 

Acts: Swatow Dialect”[22]で採用されている表記法を用いる。

さて、先に引いた潮州語の 5つの特徴を、台湾語側から見る

と以下の通りとなる。

（1）-oi、-oiʔ、-õi、-uẽなど、台湾語には無い韻母がある。

（2）台湾語の前鼻音韻尾や後鼻音韻尾の一部が［-ŋ/-k］に

合流している。

（3）台湾語では鼻音化韻母で発音しないものが、鼻音化韻

母になっている。

（4）台湾語と異なり、声調が 8類となっている。



[23] 陳修（編著）,《台灣話大詞典

【修訂新版】》，台北：遠流出

版 公 司，2000 年，p.1196、

p.2047。

[24] 《台灣話大詞典【修訂新版】》，

p.1544。

[25] 《台灣話大詞典【修訂新版】》，

p.806。

[26]	 竺家宁，《台北话音档》，上

海：上海教育出版社，1999 年。

[27] 蔡俊明（編），《潮州方言詞

匯》，香港：香港中文大學中

國文化研究所吳多泰中國語文

研究中心，1991 年。
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（5）台湾語には無い語彙が多数存在する。

例えば（1）～（4）の理由で潮州語と台湾語で発音が異なっ

ていたとしても、漢字で書くと同じになってしまう場合、それ

は当然潮州語特有のものとは言えないことになる。鄭守治が潮

州語語彙として挙げたもののうち、以下の 3つはこれにあたる。

攏有 （潮）lóng ũ	（台）lóng ū[23]

細二 （潮）sòi-jī （台）sè-jī、soè-jī（細膩。膩と二は同音）[24]

若久 （潮）ji̍oh kú （台）jōa kú[25]

一見すると両者の発音の差は僅かしか無いように見えるかも

知れないが、これは教会ローマ字が声調を調類で示しているた

めである。声調を調値で考えると発音はかなり異なっており、

これが台湾語（そして泉州方言・漳州方言・厦門方言）話者が潮州

語を理解するのを妨げる大きな要因となっている。それぞれの

調値は表１の通りである。

そうすると、重要なのは（5）の語彙である。邱一峰、陳桜

仁、鄭守治が挙げた語彙の中で、「泪」「住了」「正是、是真」

「因伊、因衣」「攏有」「細二」「若久」以外の語は、この範疇の

表 1　台湾語と潮州語の声調の調値

台湾語 [26] 潮州語 [27]

調類 本調 転調 本調 転調
陰平（a） 44 33 33 33

陰上（á） 53 44 53 35（Ⅰ）24（Ⅱ）
陰去（à） 11 53 213 53（Ⅰ）42（Ⅱ）
陰入（ap/at/ak/ah） 32 44 2 5（Ⅰ）3（Ⅱ）
陽平（â） 24 11 55 11

陽上（ã） × × 35 21

陽去（ā） 33 11 11 11

陽入（a̍p/a̍t/a̍k/a̍h） 44 32 5 2
※台湾語は陽上が無く、また潮州語は -t 韻尾を持たない。Ⅰは「陰上・陽平・陽入の前」、
Ⅱは「陰平・陰去・陰入・陽上・陽去の前」を表す。

ものと言えるだろう。そこで

次章以下で、上四本における

これらの表現と、実際の上演

における発音について検討し

て行きたい。

3．上四本の例

まずは上四本の台本中の用

例を検討してみよう。使用す

るテキストは以下の通りであ



[28] 林永昌，《福德皮影戲劇團發

展紀要暨圖錄研究》，高雄：

高雄縣政府文化局，2008 年，

pp.58-83。

[29] 《潮州方言詞匯》，p.344。

[30] p.422。

[31] bīn-âng, kiàn-siàu, Chiu-ông ê 

miâ.
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る。

◯『蔡伯皆』：合興皮影劇団旧蔵・高雄歴史博物館皮影戯

館所蔵抄本。

◯『白鶯歌』：高雄歴史博物館皮影戯館所蔵・明治四十三

年塩埕庄呉典抄本。

◯『蘇雲』：合興皮影劇団旧蔵・高雄歴史博物館皮影戯館

所蔵抄本。

◯『割股』：福徳皮影戯劇団所蔵・明治四十四年後協庄黄

遠抄本に基づく林永昌整理本 [28]。

【赧】（潮 náng）[29]

陳桜仁は「我們［私たち］」とするが、『潮州方言詞匯』は

「咱們［相手を含んだ私たち］」とする。下の 2つ目と 3つ目

の用例を見ると、「相手を含んだ私たち」ではあっても、「私」

より「相手」の方に重点があることが分かる。台湾語でこれ

に相当するのは「咱」（台 lán）である。“A dictionary of  the Amoy 

vernacular : spoken throughout the prefectures of  Chin-Chiu, Chiang-

Chiu and Formosa” に「赧」（台 lán）が収録されているが [30]、

「顔が赤くなる、恥ずかしい、周王の名」とあり、意味が異な

る [31]。上四本に 12例ある。

只因梅家用毒計，害赧一家拆分離，今日喜得重相會。

［梅家が毒計を用いたため、私たち一家は離散させられ

ましたが、今日めでたく再会できました。］《白鶯歌・見

駕除奸》第 92 葉

母親，是赧个孫子。［お母さん、これは私たちの孫です

（※話し手からすると子どもで、母親から見て孫になる）。］《蘇

雲・思歸大會》第 76 葉

（公科云）赧是何處來的？（丑云）京師來的。［（公、仕草を



[32] 《潮州方言詞匯》，p.327。
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して言う）君たちはどこからきだのだ。（丑言う）都から

来ました。］《蔡伯皆・張公掃墓》第 40 葉

【乜】（潮 meh）[32]

邱一峰、陳桜仁は「什麼［何］」とする。台湾語でこれに相

当するのは「什麼」（台 siáⁿ-mih）で、「啥物」「甚乜」とも書き、

2文字目は潮州語の「乜」に対応している。ただし台湾語では

一般に mihを単独で用いることはない。上四本に 127例あるが、

鄭守治が挙げている「乜個」は無い。また 2番目の用例からは、

「做乜」で「何のために、どうして」の意味となることが分か

る。

（生白）他姓乜？（貼白）他姓趙。（生白）名是乜？（貼白）

名五娘。［（生言う）彼女の姓は何ですか。（貼言う）彼女

の姓は趙です。（生言う）名は何ですか。（貼言う）名は五

娘です。］《蔡伯皆・伯皆認相》第 57葉

大路邊，做乜有一口古井？［道の側に、どうして古井戸

があるのだろうか。］《蘇雲・報庵產兒》第 20 葉

你豈知你食的肉是乜肉？［お前は自分が食べた肉が何の

肉か知らないのか。］《割股・土地賜丹》（《福德皮影戲劇團

發展紀要暨圖錄研究》p.61）

なおこの「乜」、および前項の「赧」は、邱一峰が言及した

『明本潮州戯文五種』にも用例があり、明代以来の潮州語の書

写伝統に基づくことが想像される。

我且問你，伊昨戊日有乜來赧處？［かれは昨日何の用が

あって私たちのところに来たのですか？］《金花女・劉

永迎親》（《明本潮州戲文五種》p.781）

我想赧婆娘人，話亦無乜忌憚。［私たち母子が話すのに、



[33] 《潮州方言詞匯》，p.494。

[34] p.664。

[35] chiū-sī gâu chhap-chhùi ê ì-sù. 

[36] 《潮州方言詞匯》，p.495。
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遠慮することなど何もないでしょう。］《蘇六娘・林婆見

六娘說病》（《明本潮州戲文五種》p.780）

【呾】（潮 tàⁿ）[33]

陳桜仁は「說話［話しをする］」とし、『潮州方言詞匯』は

「說［話す］」とする。台湾語の「講」（台 kóng）に相当する。“A 

dictionary of  the Amoy vernacular : spoken throughout the prefectures 

of  Chin-Chiu, Chiang-Chiu and Formosa” には、tàⁿに「咀」という

別の字をあて [34]、「よく口を挟むという意味である」という解

説があるが [35]、「話す」とは少し距離があり、また他の主立っ

た台湾語辞書や台湾語聖書には見当たらないので、潮州語に特

有の表現と考えて良いだろう。上四本に 52例あるが、以下 2

番目の例から、「話す」という言葉がすべてこの「呾」に置き

換わっているわけではないことも分かる。

遇著蘇太老夫人，呾我貌似伊子蘇雲。［蘇太老夫人に遭

い、私が彼女の子の蘇雲に似ていると言いました。］《蘇

雲・進府》第 61 葉

事到如今，不得不呾，不得不講。［こうなった以上、話

さざるを得ず、言わざるを得ない。］《白鶯歌・回家議

代》第 41 葉

要呾又不敢，媽親心未明。［話すのはためらってしまい

ます、お母様はお解りになっていないからです。］《割

股・土地賜丹》（《福德皮影戲劇團發展紀要暨圖錄研究》p.61）

【呾知】（潮 tàⁿ-tsai）[36]

鄭守治は「說明白［きちんと話す、話して解らせる］」とし、

『潮州方言詞匯』は「告知［告げる］」とする。上四本に 4例あ

る。



[37] 《潮州方言詞匯》，p.601。
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意思入朝，慶賀萬歲，不免共夫人、子兒呾知。［朝廷に

行き陛下にお祝いの言葉を述べようと思うので、（それ

を）夫人と子どもにきちんと話しておかなければならな

い。］《白鶯歌・潘葛登檯》第 1葉

（生白）乳父，爾可將謀殺蘇知縣，皆情由實實呾知。［義

理のお父様、あなたが蘇知県を謀殺したいきさつを、す

べてきちんと話してもらいましょう。］《蘇雲・詰問乳

父》第 53 葉

徐大爺命我來共爾呾知，夜昏就要來共爾成親。［徐の旦

那様が私に、夜にはもうあなたと婚礼を挙げることを、

あなたにきちんと話すよう命じました。］《蘇雲・放走鄭

氏》第 11 葉

【再年】（潮 tsò-nî）[37]

邱一峰は「做再年（如何、怎麼辦［どのように、どうするか］）」、

陳桜仁は「坐再年、再年（如何、怎麼辦［どのように、どうする

か］）」を挙げる。『潮州方言詞匯』は「再年」に相当する「做

呢」を収録し、「幹嗎、怎麼（何をする、どうのように）」とする。

台湾語の「按怎」（台 án-tsóaⁿ）にあたる言葉で、上四本には「再

年」が 1例、また「做年」という表現が 6例ある。

不知我妻是再年，又說我母喪送陰司。［私の妻がどう

なったのか分からず、また私の母は地獄に送られたとい

う。］《割股・孟日紅托夢》（《福德皮影戲劇團發展紀要暨圖錄

研究》p.75）

做年呾，是爾手自畫的？［何と、お前が自分で描いたの

か。］《蔡伯皆・趙氏畫容》第 21 葉

如今二哥做年主意？［今、二番目のお兄様はどのような

お考えでしょうか。］《白鶯歌・兄妹相議》第 16 葉



[38]	 曾宪通，〈明本潮州戏文所

见潮州方言述略〉，《方言》，

1991 年第 1期，pp.10-29。

[39] p.596。
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「再年」と「做年」、および前項の「呾」は、やはり『明本

潮州戯文五種』にも用例がある。

〔淨〕再年樣死？〔旦〕咬舌死。［〔浄〕どのように死ぬ

のか？〔旦〕舌を噛んで死ぬ。］《荔鏡記・梳粧意懶》

（《明本潮州戲文五種》p.449）

做年呾不聽？［どのように言っても聞かないのか？］

《蘇六娘・蘇媽思女責桃花》（《明本潮州戲文五種》p.817）

一方、「坐再年／做再年」は上四本に用例が無く、『潮州方言

詞匯』にもこれに相当する語彙は収められていないが、『明本

潮州戯文五種』にはこれと同じと思われる「做在年」の用例が

ある [38]。

讀只書都無中用，不知做在年好？［この本を読んでも役

に立たない、どうしたら良いだろうか。］《金花女・夫妻

樂業》（《明本潮州戲文五種》p.256）

今做在年？［今どうするのか？］《蘇六娘・林婆見六娘

說病》）（《明本潮州戲文五種》p.773）

【障年】（潮 chiò-nî、chièⁿ-nî）

邱一峰と陳桜仁は「這樣、如此［このように］」とし、鄭守

治は「怎麼了［どうしたのか］」とする。『潮州方言詞匯』には

「照」（潮 chiò）「這麼［このように］」を収録し、これは「障」

と同音であるが「-nî」の形は見当たらない。代わりに「照些」

（潮 chiò-seⁿ）「這樣［このように］」が収録されており [39]、潮州

語聖書でもこの表現が用いられている。

Chièⁿ-seⁿ kiáu-búe--kâi chiang-àiⁿ tsò thâu-soiⁿ, thâu-soiⁿ--kai 

tsò kiáu-búe. ［このように、後にいる者が先になり、先



[40]	 曾宪通，〈明本潮州戏文所见

潮州方言述略〉，p.20。

[41] 連金發，〈明清時期荔鏡／荔

枝記閩南方言指示詞的演變：

從指示詞到程度加強副詞或篇

章標記〉，《語言資訊和語言類

型》第四屆國際漢學會議論文

集，台北：中央研究院，2013

年，pp.129-150。

[42] 《台灣話大詞典【修訂新版】》，

p.192。

[43] 教育部，〈臺灣閩南語推薦用

字 700 字表〉，台北：教育

部，2014 年，https://ws.moe.

edu.tw/001/Upload/user�les/�le/

iongji/700iongji_1031222.pdf
（2021 年 12 月 30 日閲覧）。
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にいる者が後になる。］“MÁ-THÀI” 20:16（“Matthew to Acts: 

Swatow Dialect”, p.39）

Iâ-Sou chièⁿ-seⁿ tàⁿ, liáu chiũ phùi-nũaⁿ tõ thôu-ẽ,［イエスは

このように言ってから、地面に唾をし…］“IAK-HÂN” 

9:6（“Matthew to Acts: Swatow Dialect”, p.185）

一方で『明本潮州戯文五種』には「このように」という意味

で「障年」が登場する。

不料今旦做障年。［今日このようにするとは思わなかっ

た。］《荔枝記・第十三齣》（《明本潮州戲文五種》p.620）

元來正是障年。［なんと実はこのようであったのか。］

《金花女・兄嫂教妹》（《明本潮州戲文五種》p.769）

また『明本潮州戯文五種』には「どのように」という意味の

用例もある [40]。これは「このように」からの転用だと思われ、

ここからは鄭守治の言う「どうしたのか」の意味も自然と導き

出される。

阿媽，障年呾？［お母さん、どうしてそう言うのです

か。］《金花女・兄嫂教妹》（《明本潮州戲文五種》p.769）

「年」（潮 -nî）は官話における「這樣」や「那樣」の「樣」

に相当する接尾辞である [41]。前項の「再年」は現在も使われ

ているが、「障年」は明代には使われたものの、その後「些」

という別の接尾辞を用いる表現の方が一般的になったと思われ

る。またそれは、台湾の皮影戯の台本に反映されているのは

古い潮州語であることを意味しているだろう。なお現代の台湾

語で「障年」に相当するのは「者爾」（台 chiá-ní）で [42]、また

「遮爾」「遮呢」「這呢」「即爾」とも表記し [43]、漢字表記や声



[44] p.83。

[45] 《台灣話大詞典【修訂新版】》，

p.587。

[46] 教育部，〈臺灣閩南語推薦用

字 700 字表〉。
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調は異なるものの、潮州語の「年」と同じ接尾辞「爾」が台湾

語には残っていることになる。上四本には「このように」の意

味の「障年」の用例が 1つだけある。

奴婢相欺，是伊命中皆障年。［私めに騙されたのも、か

れは運命によってすべてこのようになっていたからで

す。］《割股・日紅被毒》（《福德皮影戲劇團發展紀要暨圖錄研

究》p.70）

【向年】（潮 hió-nî）

邱一峰と陳桜仁は「向年（那麼［それなら］）とするが、『潮州

方言詞匯』には漢字をあてない（潮）hió「那［あれ］」を挙げ

るのみで [44]、やはりこの語は見あたらない。「向年」の状況は

「障年」と同じで、『明本潮州戯文五種』に用例があり、やはり

古い潮州語と考えられる。

向年我先轉去。［それなら私は先に帰ります。］《荔枝

記・第七齣》（《明本潮州戲文五種》p.600）

向年今許羊待放處餓到死。［それなら今あの羊を餓え死

にさせてしまうというのか。］《金花女・迫姑掌羊》（《明

本潮州戲文五種》p.818）

現代の台湾語でこれに相当するのは「許爾」（台 hiah-nī） 

で [45]、また「遐爾」「許呢」「赫爾」「遐呢」とも表記する [46]。

上四本には 15例ある。

向年待子兒來取代他。［それなら息子に彼女の代わりを

させよう。］《白鶯歌・回家議代》第 40 葉

向年寡人赦爾無罪，卿家速速奏上。［それなら朕はお前

を無罪とするので、すぐに奏上せよ。］《白鶯歌・圍棋進
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子》第 88 葉

向年大娘見且了。［それなら叔母様、さようなら。］《蘇

雲・朱大娘投井》第 15 葉

【尀尀】（潮 phó-nãi）

陳桜仁は「可惱、可恨［いまいましい］」とする。この語は

潮州語辞書や潮州語聖書には見当たらないが、そもそも官話に

同義の「尀（叵）耐」があり、ここで取り上げる必要はないと

思うかも知れない。しかしこの語については、民国期に翁輝東

が以下の様に述べていることから、かつては潮州語で特に多用

される表現であったことが分かる [47]。

潮州人は極めて耐えがたい事に対して、また「叵耐」と

言う [48]。

また『明本潮州戯文五種』所収の『茘鏡記』で、

「尀」の字の偏は「叵」でなく「豆」で書かれてい

るが（図１）、これは台湾皮影戯の台本でも同様で

（図２）、ここから台湾皮影戯は古い潮州語の書写法

を受け継いでいることも想定される。

上四本には以下の 2例がある。

尀耐哥哥太不仁，少年進士綑淹水。［いまい

ましい兄め、若い進士様を縛って溺れさせ

るとは、ひどいことをする。］《蘇雲・討魚遇

救》第 9葉

尀耐潑濺釵。［いまいましい跳ね返り女め。］

《白鶯歌・阮寶起禍》第 21 葉

【仝頭】（潮）tâng thâu

図１　台湾皮影戯『蘇雲』（第 9
葉）の「尀耐」（囲み部分）

図２　嘉靖本『茘鏡記』（『明本潮州戯文五種』，
p.414）の「尀耐」（囲み部分）



[47] 翁輝東，《潮汕方言》，上海：

涵暉樓，1943 年，卷一〈釋

詞〉。

[48] 潮人於極難忍受之事，亦曰叵

耐。

[49]	 许宝华、［日］宫田一郎，《汉

语方言大词典（修订本）》，北

京：中华书局，1999 年，p.1718。

[50]	（ 介 ） 向， 对；从，跟。…

（略）…闽语。广东中山隆都

［tɐŋ33］、潮州［taŋ55］。

[51] 東華皮影劇団、永興楽皮影
劇団、高雄皮影劇団の 3つ。
「台湾の影絵人形劇研究―そ
の現状と課題」，pp.15-19。

[52] 「台湾皮影戯『割股』考」，p.9。

[53] 《永興樂皮影戲團經典戲目

DVD》宜蘭：國立傳統藝術

中心，2005 年。

[54] 《福德皮影戲劇團發展紀要暨

圖錄研究影音 DVD》，高雄：

高雄縣政府文化局，2008 年。

[55] 王 淳 美，〈「永 興 樂 皮 影 劇

團」精選折子戲〉，《永興樂

影――張歲皮影戲傳承史》附

DVD，高雄：高雄市歷史博

物館，2018 年。
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陳桜仁は「從頭［初めから］」とする。『潮州方言詞匯』に

は見あたらないが、『漢語方言大詞典』の「同（仝）」の項目

に [49]、「（前置詞）～に向かって、～に対して、～から、～と…

（略）…閩語。広東中山隆都［tɐŋ33］、潮州［taŋ55］」とある [50]。

ちなみに台湾語の「同（仝）」には、この用法は無い。上四本

に「仝頭」は 2例ある。

告哥哥，容說起，小妹仝頭說就理。［お兄さん、私に話

をさせてください、妹の私が初めから状況をお話ししま

す。］《白鶯歌・兄妹相議》第 13 葉

婦人有乜冤枉，仝頭訴上。［ご婦人よ、何の無実の罪が

あるのか、初めから述べてみよ。］《割股・閻君判斷》

（《福德皮影戲劇團發展紀要暨圖錄研究》p.71）

4．実際の上演

現在、高雄市に 3つ存在する劇団の上演は、いずれも戦後の

改編・新作演目が中心となっており [51]、上四本の上演はすで

に途絶えているが、『割股』については以下 3種類の映像が残

されている [52]。

（1）『割股』[53]。福徳皮影劇団、2007年 12月 14日、皮影

戯館で上演。林淇亮（主演）、林武雄（鈸、鑼）、謝強受

（弦）、林連標（鼓、四塊）、林武栄（舞台協助）。「日紅問安」、

「土地賜丹」、「（孟氏日紅上）」の三齣分。

（2）『割股』[54]。永興楽皮影劇団、2000年 3月 9日、皮影

戯館で上演。張歳、張英嬌（主演）、張福裕、張信鴻（鈸、

鑼）、張新国、張振勝（弦）、張振勝、張福裕（鼓、梆子）、

張信鴻（灯光）。「顔真往京」、「日紅問安」、「福徳賜丹」、

「（孟氏上）」の四齣分。

（3）『割股』[55]。永興楽皮影劇団、2014年 9月 4日、皮影



[56] 「台湾南部における影絵人形
劇の上演について――中元節
を中心に」，p.32。
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戯館で上演。張歳（主演）、張新国（助演）、張英嬌（鑼）、

張振勝（弦）、張信鴻（鼓）。「顔真往京」の一齣分。

いずれも演目全体の一部分に過ぎず、前章で挙げた潮州語語

彙が現れる場面は限られているが、映像から実際の上演での状

況について検討してみたい。

まず【乜】の項目で挙げた「你豈知你食的肉是乜肉？［お前

は自分が食べた肉が何の肉か知らないのか。］」の場面について、

台本の検討でも用いた（1）の福徳皮影戯劇団の上演は、以下

の様に音声・字幕とも潮州語の「乜」（潮 meh）が台湾語の「什

麼」（台 siáⁿ-mih）に置き換わっている。

（音声）你豈知你食什麼肉？／（字幕）你知你吃的是什麼

肉？（49:47～ 49:50）

（2）の永興楽皮影劇団による同じ場面の映像も、「乜」の音

声は同様に台湾語の「什麼」に置き換わっており、また字幕は

「何」になっている。

（音声）你豈知你食的是什麼肉？／（字幕）你豈知你食是

何肉？（1:06:21～ 1:06:25）

次に【呾】の項目で挙げた「要呾又不敢，媽親心未明。［話

すのはためらってしまいます、お母様はお解りになっていない

からです。］」の場面について、台本の検討でも用いた（1）の

福徳皮影戯劇団の上演では、当該のセリフ部分が削除されてい

る。ここに限らず、台本と比較すると（1）の映像は省略され

ている個所が少なくないが、これは戦後の台湾で夜の 21時 30

分までに上演を終えなければならないという規制が行われたた

め [56]、旧時は夜通し上演していた演目の内容を、福徳皮影戯



[57] 石光生，《永興樂皮影劇團發

展紀要》，宜蘭：國立傳統

藝術中心，2008 年，pp.158-

189。

[58] 「台湾皮影戯『割股』考」，p.8。
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劇団が短縮した結果であろう。一方、（2）の永興楽皮影劇団の

映像では、この部分が上演されている。

（音声）要呾又不敢，媽親心未明。／（字幕）要呾又不敢，

媽親心未明。（1:03:30～ 1:03:43）

「呾」（潮 tàⁿ）は「乜」と異なり、「講」（台 kóng）のような、

これに相当する台湾語語彙に置き換えられることなく、「呾」

（台 tàⁿ）のままになっていることが分かる。

また、永興楽皮影劇団所蔵の『割股』の台本は [57]、福徳皮

影戯劇団を含む他の劇団が持たない「顔真往京」の齣を有する

が [58]、そこに現れる「呾」も同様に、上演時はこの漢字が台

湾語発音で話されている。まず、「不免共賢妻呾知幾句。［妻に

少しきちんと話しておかなければならない。］（《永興樂皮影劇團

發展紀要》p.159》）」の部分は以下の通りである。

（2）（音声）不免共賢妻呾知幾句。／（字幕）不免共賢妻講知

幾句。（8:38～ 8:43）

（3）（音声）不免共賢妻呾知幾句。／（字幕）不免跟賢妻呾

［說］知幾句。（12:41～ 12:45）

（2）の字幕で「呾」が置き換わっている「講」は、官話で

も「話す」という意味があるが、潮州語・台湾語に共通する前

置詞「共」がそのままであることからすると、「講」も台湾語

が前提になっているものと思われる。一方（3）の字幕が「共」

を「跟」に置き換えていたり、［說］を補っていたりするのは、

官話による表現を意識しているのだろう。

次に、「［旦白］官人有話慢慢呾知。［生白］聽吾呾來。［〔旦

言う〕旦那様、お話しがあればゆっくり話して分かるようにし

てください。〔生〕私の話を聞くがよい。］（《永興樂皮影劇團發展



[59] 《西遊記―火燄山》，《永興樂

皮影戲團經典戲目 DVD》。

[60] 永興楽皮影劇団、2000年 2

月 10日、皮影戯館で上演。
張歳、張英嬌（主演）、張福裕
（鈸、鑼）、張振勝（弦）、張歳
（鼓、梆子）、張信鴻（助演、灯
光）。

24	 中国都市芸能研究　第二十輯

紀要》p. 159）」の部分は以下の通りである。

（2）（音声）［旦白］有話慢慢呾知。［生白］聽我呾來。／

（字幕）聽我講來。（10:19～ 10:23）

（3）（音声）［旦白］官人慢慢呾知。［生白］聽我呾來。／

（字幕）官人慢慢說知。聽吾講來。（14:31～ 14:37）

（2）の字幕では「我」となっていた部分が、（3）の字幕では

「吾」になっているが、これは字幕作成にあたって台本を参照

したからであろう。一方で（3）の字幕は官話を意識したから

か、「呾」を「講」と「說」に置き換えている。

このように、『割股』の上演は、声母・韻母・声調などの全

体の発音は台湾語を用いる中で、一方で潮州語の「乜」は台湾

語の「什麼」に読み替えつつ、また一方で潮州語の「呾」をそ

のまま残すという、互いに矛盾する処理を行っている。

これに対して近年の新作演目は、潮州語の要素を完全に排除

し、すべて台湾語のみで行っている。以下に、永興楽皮影劇団

の新作演目『西遊記―火炎山』の映像から [59]、音声を漢字に

書き起こした例を幾つか挙げてみよう [60]。

講來話頭長。［話せば長くなります。］（19:10～ 19:11）

什麼？按怎講是我造成的？［何？何と申す、これは私が

引き起こしたというのか。］（19:14～ 19:20）

我老孫者爾厲害。［この孫様がこのように凄かったと

は。］（19:55）

大師兄，到底是按怎樣？［兄者、いったいどうしたので

すか。］（56:38～ 58:42）

この演目で「呾」は一度も使われておらず、一番目の例の

ように、「話す」という動詞はすべて台湾語の「講」になって



[61]	 稻叶志郎，《京剧音韵探究》，

上海：学林出版社，1988 年，

p.19。

[62]	 赖伯疆、黄镜明，《粤剧史》，

北京：中国戏剧出版社，1988

年，p.30。
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いる。また疑問もすべて「什麼」で、「どのように」も「再年」

ではなく「按怎」、「このように」も「障年」ではなく「者爾」

と、いずれも台湾語の表現だけが使われている。

5．おわりに

以上、先行研究で比定された台湾皮影戯中の潮州語語彙につ

いて、上四本を用いて検討を行い、不確定だった部分は修正を

行うとともに、それらの多くが明代の潮州演劇に遡ることがで

きる古い潮州語表現であることを明らかにした。また実際の上

演状況を分析することで、現在では潮州語語彙が台湾語語彙に

変更されているものもあること、また新作演目においては完全

に台湾語に置き換わっていることも分かった。

一般に中華圏の伝統演劇は、その劇種の伝来元の方言による

上演と、伝来先の現地の方言による上演という、二つの相反す

る状況が観察される。これは、本来は元の方言で上演されてい

たのが、地域によっては段々と現地の方言に変化していったた

めで、皮黄腔で言えば、湖広音の要素を色濃く残す京劇は前者

に近く [61]、ほぼ広東語で行われる粤劇は後者に近い [62]。上四

本のような伝統演目には潮州語表現を残した台湾語で上演し、

現代の新作になると完全な台湾語で上演する台湾皮影戯は、こ

うした経緯によって現地化していく途中段階にあるものと言え

るだろう。またそこから、台湾皮影戯は恐らく伝来当初は潮州

語で上演していたのが、時代が下るにしたがって次第に台湾語

化していった状況が想像される。そしてそれは、台湾に皮影戯

を持ち込んだ潮州移民が、泉州移民や漳州移民に吸収されてい

く中で、エスニック・アイデンティティの中核たる言語を喪失

していった過程そのものであるとも言えるだろう。

ただ台湾皮影戯のような、伝来元の特定の語彙のみを残し、

それを現地の方言の発音で読み替えるという現象は、あまり一

般的ではないように思われる。言語の現地化は発音だけでな



[63] 山下一夫，「台湾の人形劇―
―野外上演から『東離劍遊
紀』まで」，『台湾ローカル文
化と中華文化』，東京：好文
出版，2018年，pp.5-36。
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く、語彙全体も同時に発生する方が自然だろうからである。台

湾皮影戯でこれが発生したのは、スクリーンを隔てているため

に観客から上演者の様子が分からないことを利用し、台本を見

ながら上演できるという、影絵人形劇の特性が関係しているこ

とが考えられる（図 3）。上演者が、台湾語の「講」は皮影戯で

は「呾」になると覚え、常にそう言い換えているわけではなく、

台本に残っていた「呾」の字を読み上げているのに過ぎないと

考えれば、こうした現象も理解できるように思う。

そうして一部に潮州語表現が残ったことは、台湾皮影戯が長

く限られた地域での受容に留まったことの理由の一つでもある

だろう。普通の台湾語話者には、「呾」と聞いてもそれが「講」

の意味であることはすぐには理解できず、そうした表現に慣れ

た、皮影戯の上演が固定されて行われるコミュニティの外には

なかなか出て行きづらいことになるからである。

一方で、台湾全土に分布している布袋戯は、泉州方言や漳州

方言、さらに台湾語で上演を行うため、そうした制約がもとも

と存在しない。また官話の使用が強制された戦後の戒厳令時代、

例外的に台湾語の使用が認められた布袋戯が、多くの人々が台

湾語を学ぶ教材となったという話は、今日一般に語られる言説

となっている [63]。これは別に布袋戯で一から台湾語を勉強し

図 3　台本を見ながら上演する様子（《永興樂皮影劇團經典劇目DVD》
より）

たということではなく、家庭で台湾語

を話していた人たちが、より高級な語

彙や複雑な言い回しを布袋戯から学ん

だことを意味しているが、この観点か

らも潮州語語彙を残す台湾皮影戯は中

途半端なもの、ということになる。現

在、台湾皮影戯の新作演目が完全な台

湾語での上演に変化しているのは、そ

うした点も考慮された結果だと思われ

るが、一方でそれは潮州移民文化とい
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う、台湾のエスニシティにさらなる多様性の要素を投げかける

ことができる台湾皮影戯の性質を歪めることにもなりかねない

だろう。

なお邱一峰、陳桜仁、鄭守治が挙げた語彙のうち、「做再年」

「坐再年」「目汁」「專請」「乜個」は上四本には用例が無かった

が、鄭守治の指摘する潮州歌冊に由来する演目には登場してお

り、本稿で扱った他の潮州語語彙も含めて、使われる頻度が非

常に高い。これは、潮州歌冊と台湾皮影戯の関係を考える際に

重要な問題となるが、この点については稿を改めて検討したい。



※ 本稿は日本学術振興会科学研
究費補助金「中国古典戯曲の
「本色」と「通俗」～明清代
における上演向け伝奇の総合
的研究」（平成 29 ～令和３年度、

基盤研究 (B)、課題番号：17H02327、

研究代表者：千田大介）による成
果の一部である。
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何文秀故事伝奇の形成と発展

川　浩二

１．はじめに

明代の書生何文秀を主人公とした物語は、現代でも越劇・粤

劇などで演じられている。何文秀の物語を演ずる戯曲作品とし

て、版本として現存する最も古い作品は明代万暦年間（1573～

1620）に金陵富春堂によって刊行された心一山人『何文秀玉釵

記』伝奇である。これは他の多くの富春堂刊本の戯曲と同じく

弋陽腔系の伝奇とされている。ただし、何文秀の物語に基づい

た伝奇は同時期にこの心一山人の作品を含めて少なくとも三種

類は作られていたことが確認できる。そのため後世の何文秀物

語の戯曲・芸能のすべてが心一山人の作品のみに基づいている

とは考えにくい。ではもし「何文秀故事」と呼ぶべきものが三

種の伝奇に先行して存在していたとすれば、その物語はどのよ

うなものだったのだろうか。

本論では、とくに万暦年間に作られたと思しい現存の三種の

テキストのいずれが先行するのか、またいずれにも先行する何

文秀物語の作品は想定しうるのかについて検討する。

そのさい登場人物とそれにまつわる筋立ての比較を通じて各

テキストを位置づけ、さらに何文秀物語の芸能のテキストも比

較の対象に加えることで、明代における何文秀故事伝奇の形成

と展開の過程を考察したい。

２．何文秀の物語を演ずる三種の伝奇

A心一山人『新刻出像音註何文秀玉釵記』四巻、四十四齣

以下、A『玉釵記』と略称する。版本には刊行年代などの刊



[1] 《玉釵》，心一山人，何文秀初

為游冶少年，後來備嘗諸苦。

寫至情境真切處，令人悚然而

起。若於結構處敷衍以新詞，

當成佳傳。（p.100）

	 何文秀故事伝奇の形成と発展（川）	 29

記も序跋もなく、富春堂刊本であることが分かるのみである。

鄭振鐸旧蔵本が中国国家図書館に蔵され、『古本戯曲叢刊』初

集に影印されている。『中国都市芸能研究』第十九輯・第二十

輯に「校正何文秀玉釵記稿（上・下）」として、筆者の文責によ

り校点を施した。また散齣集にも以下の通り収録されている。

明無名氏編《精刻彙編新聲雅雜大明天下春》巻四下層〈玉

釵贈別〉、〈牢中話別〉、〈辭歸祭墓〉三齣（富春堂本第十一

齣・第二十三齣・第四十一齣）

明阮祥宇編《梨園會選古今傳奇滾調新詞樂府萬象新》巻三

〈玉釵贈別〉（富春堂本第十一齣）

また、明祁彪佳『遠山堂曲品』「具品」に著録されている。

『玉釵記』は心一山人の作である。何文秀ははじめ女遊

びに現を抜かす若者であったが、後に様々な辛苦をなめ

させられる。その状況が非常に差しせまったところまで

書いてあるので、読むと感にたえず身を起こしてしまう

ほどだ。劇の構成に関わる場面で新しい歌詞を入れてよ

りよく表現できれば、きっとよい芝居になるだろう。[1]。

著者を「心一山人」とし、何文秀の物語を演じ、以下に示

すあらすじの通り家の金を蕩尽する筋立てもあることから、A

『玉釵記』を指すと考えてよいだろう。

『伝奇彙考』巻三および董康『曲海総目提要』巻十二『玉釵

記』の項には以下のようにある。

刊本は心一山人の撰というが、その姓名はいまだ明ら

かでない。「小説弾詞」に基づいて作ったものであろ

う。何文秀が劉月金、王瓊珍の二人の女性と出会うさい、



[2] 刊本云心一山人撰，未詳其姓

名。本小說彈詞而作。何文秀

遇金、瓊二女，皆以玉釵作合，

故名。（『伝奇彙考』p.244 ﹑『曲

海総目提要』p.558）
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どちらも玉釵を縁につながるため、この題がつけられ 

た [2]。

この「弾詞」については『伝奇彙考』『曲海総目提要』全体

を通して「小説弾詞」という四文字はここにしかなく、また

「弾詞」という言葉もこの部分のみにしか見えない。本論では

これを特定の文芸・芸能のジャンルとしてとらえることは留保

し、あくまで「戯曲以外の不特定の先行作品」を示唆する表現

として捉えておく。

あらすじ

浙江江陰の人何文秀は、山東提学を務めた父何棟と母潘氏の

下で育ち、科挙を志していた。何文秀は召使いの何興の誘いに

乗って南京に向かい、鴛鴦巷の妓女劉月金と出会って相愛の仲

となるが、劉月金と会う金と錬金術詐欺のために持ち金を使い

果たす。父何棟は息子の放蕩に気を病み、倒れてそのまま世を

去る。巡按の陳練は前事を怨んで何家を陥れ、何文秀の母潘氏

は官倉を焼いた罪をかぶせられ無念のあまりに自尽する。何文

秀は金が尽きて劉月金のもとを追い出され、月金は一本の玉釵

を渡す。何文秀は神のお告げもあり、家から遣わされた何敬と

も会って事情を確かめ、追手からは逃れられたものの、路銀が

尽きて道情を歌ってしのぐことになる（巻一）。

蘇州の令嬢王瓊珍は父王太師、母鄭夫人のもとで育っていた。

瓊珍はある夜夢に神のお告げを聞き、何文秀と姻縁があると知

らされる。瓊珍の下女錦雲は何文秀の身の上話を聞いて哀れみ、

家に招き入れる。何文秀と王瓊珍はたがいに運命の相手と知っ

て玉釵と金扣を贈り合う。しかし何文秀は捕らえられ、金扣が

見つかって私通を疑われ、激怒した王太師は何文秀と王瓊珍二

人を湖に沈めようとする。蘭英の母は王文・王武に二人を救わ

せる。

何文秀と王瓊珍は海寧に逃れ、富豪の張堂から家を借りるこ
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とになる。張堂は王瓊珍の美貌に目をつけて何文秀に資金の援

助を申し出、何文秀は張堂の家への招きに乗り、下女殺しの罪

を着せられる。何文秀は海寧県城での拷問に耐えかねて自供し

てしまい、投獄される。王瓊珍は楊隣母からそれを聞き、牢に

食事を届けに行き、玉釵を落とし何文秀が拾う（巻二）。

何文秀は杭州府の牢に送られる。牢番の王鼎は病を患う息子

王安を身代わりに何文秀を助けることを思いつき、妻鄭氏にそ

れをはかる。はじめは躊躇した鄭氏だったが、何文秀の身の上

を聞き決断する。張堂は何文秀が死罪に処されたことを聞き、

王瓊珍を娶ろうとするが瓊珍は髪を切り、顔を傷つけて貞節を

守る。

何文秀は王鼎の息子王察として科挙に及第し、曾銑の参謀と

して北朝の脱脱の侵入を防ぎ、その功績で浙江巡按に任じられ

る。占い師に身をやつした何文秀は、身分を隠したまま妻王瓊

珍のもとを尋ね、その貞節を確かめると張堂を訴える訴状を書

いてやる。さらにその訴状を巡按として自ら受け取り、張堂を

裁くと王瓊珍を顕彰し故郷に帰らせる（巻三）。

蘇州への船中で、再び占い師の扮装をした何文秀は王瓊珍に

正体を明かし、証の玉釵を渡す。王太師と鄭夫人は娘との再会

を喜び、何文秀を婿として迎える。何文秀は劉月金のことを思

い出し、王瓊珍の許しを得て再び玉釵を受け取り、南京に向

かって劉月金に玉釵を渡して迎え入れる。

何文秀は亡き両親の墓を訪れ、墓を守っていた何敬の息子何

照に管理をゆだねる。陳練は罪の報いですでに病み、妻と息子

を失っていた。生前の行いにより城隍神となった何文秀の父何

棟は、何文秀の夢の中で陳練を裁き、あの世に連れ去るのだっ

た。何文秀が父母と身代わりになって死んだ王安を弔うと、皇

帝の聖旨が到着し、何文秀は工部侍郎に任じられ、王鼎や鄭氏、

王瓊珍や劉月金も顕彰される（巻四）。



[3]	 该剧将江南的重镇南京、苏州、

杭州和具有代表性的县城江阴、

海宁都包括了进来。（p.109）

[4] 卒使英雄豪俊，遊魂於斧鑕；

良臣淑士，賚志於荒遐。千

載之下，誦其編，想見其

時，莫不張目奮詈，怒髮指

冠，思為之籲天而昭雪焉！

此山人所以感文秀之冤，故

假之歌聲，以泄其胸中憤懣

也。憂時淑世之心，顧不淵矣 

哉！（p.734）
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A『玉釵記』には江南の多くの府城や市鎮が登場することが

分かる。朱恒夫 2014が「本劇は江南の重要都市である南京・

蘇州・杭州と代表的な江陰・海寧などの県城もすべて劇中に取

りこんでいる [3]」と指摘する通りである。これは物語の中心

的な伝播地域とも重なるものであろう。

また作中の時代について具体的には書かれないものの、曾銑

（1509～ 1548）が登場し、夏言（1482～ 1548）の名も見えることか

ら明代嘉靖年間（1522～ 1566）の話だと分かる。これについて

は後に詳述する。

B 陳則清『何文秀玉釵記』二巻三十八齣

以下、B『玉釵記』と略称する。上海図書館蔵抄本がある。

廖可斌総主編、汪超宏主編『稀見明代戯曲叢刊』巻三に排印本

が収録されている。馮金牛校点。巻首に「新安祁閶泰宇陳則清

甫編著」とあり、作者陳則清は新安祁閶の人と知れるが、生平

を詳らかにしない。姚之典・荘持本・倪道賢・葉道訓らの序が

ある。このうち姚之典は歙県の人、万暦二十五（1597）年の挙

人である。倪道賢は A『玉釵記』と同じ富春堂刊本の『新編目

連救母勧善戯文』に序を書いており、その序は万暦十一（1583）

年のものとされる。その倪道賢の「玉釵記引」の一節について

は着目できる。

突然に英雄や豪傑を処刑してさまよう魂にさせ、忠臣や

善人を辺境に送り志なかばに斃れさせる。そのようなこ

とがあれば、千年にもわたって彼の詩文はとなえられよ

うし、その時のことを思えば、目を見張り声を荒らげ、

怒髪天をつき、その人のために天に向かって声を上げ、

冤罪を晴らしてやろうとするものだ。これこそ陳則清が

何文秀の冤罪に心動かされたゆえんであり、そこでこれ

を借りて戯曲に仕立てることで、胸中の憤懣を吐き出し

たのである。[4]



[5] p.737。
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何文秀を歴代の英雄や忠臣と並べたうえで「これこそ陳則清

が何文秀のおとされた冤罪に心動かされたゆえんであり、そこ

でこれを借りて戯曲にしたてることで、胸中の憤懣を吐き出し

たのである」というからには、ひとまず何文秀という人物とそ

の物語は B『玉釵記』に先行するものと考えられていたといえ

るのではないか。

また葉道訓序には内容の梗概があり、以下に示す劇の内容と

整合性がある。抄本の抄写年代については判断する材料を持た

ないが、少なくとも内容が書かれた当初から大きく変えられて

はいないものと考えられる。また姚之典序は「賡唐姚之典撰」

と署名されているが、挙人にすでに及第していた場合、それを

記さないのは不自然といえよう。倪道賢の活動年代とも矛盾は

ないため、およそ万暦年間、万暦二十五年以前の成立ではない

かと考えられる。

『稀見明代戯曲叢刊』の刊行によって全貌が明らかになった

ことで、後世の何文秀物語の弾詞・宝巻、また越劇などに登場

する人物や筋立ての一部が、明代後期まで遡れると判明したこ

とは非常に大きい。

なお、題名こそ共通するものの、A『玉釵記』と曲牌の配列

や曲詞は重ならず、科白についても同様であり、一つの戯曲の

別版本という関係ではなく、何文秀物語のそれぞれ別の戯曲で

あることは明白である。

また A『玉釵記』とは異なり、第一齣に「搬演本朝『何文秀

玉釵記』[5]」とあるだけで、明朝の話だということは認識され

ているものの、明朝のどの時期かは書かれておらず、またそれ

を予測させる具体的な人物や事件も登場しない。

A『玉釵記』は弋陽腔の特徴が明確であるが、B『玉釵記』

にも弋陽腔の特徴である一人の役者が歌った後ほかの人々が唱

和する「幇腔」がしばしば使われており、たとえば第十四齣や
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第二十齣には「滾白」に当たる、歌唱の途中にかなり長くせり

ふがはさまれ、歌詞を補う手法が見られる。

あらすじ

浙江江陰の人、何文秀の父何君達は山東提学を務めていたが

すでに亡くなり、何家は老母潘氏と族兄の何九思が支えていた。

何家には蘇州の王太師の娘蘭英という許婚がいたが、近頃では

両家に往来はなくなっていた。何文秀は科挙及第を目指して家

を送り出されるが、その間に生前の何君達に私怨を抱く程練は

何家を陥れ、官倉を焼いた罪をかぶせて何九思を打ち殺し、潘

氏は何とか尼寺に逃れる。

何文秀は一度は捕まるが、江陰知県の李容に救われる。何文

秀は路銀が尽きて道情を歌ってしのいでいたところ、王蘭英の

侍女妙蓮に気に入られて家に招き入れられる。たまたま何文秀

が許婚だと知った王蘭英は妙蓮に言いつけ金を手配させるが、

それを何文秀に渡そうとしたところで家人に捕らえられてしま

う。王太師は娘が男を引き入れて金を渡そうとしていたことに

怒り、二人を湖に沈めようとする。蘭英の母は漁夫の陶常に救

わせる。蘭英は一度は自らの身を恥じて死のうとするが、何文

秀に説得される。二人は海寧に逃れてたまたま楊母の家に身を

寄せ、事情を知った楊母の導きで婚礼をあげる。

逃れた先の海寧で、王蘭英は両親と故郷のことを思いつつ、

何文秀に科挙及第のための勉学を促す。海寧の有力者張堂は蘭

英を見かけて自らのものにしようと画策する。何文秀は科挙に

向かおうとし、蘭英は夫に二本の玉釵のうち一本を渡して送り

出そうとする。張堂はそこを引きとどめ、自らの家で酒宴を開

き、侍女を殺して罪を何文秀になすりつける。

杭州の周太守はもともと何君達に恨みを抱いており、張堂と

も懇意だったため何文秀を拷問にかけて罪を認めさせる（巻上）。

牢番の王鼎は事情を知り、すでに危篤になっていた息子王安

を身代わりにして何文秀を救い出す。それを知らない王蘭英は、



[6] 記何文秀，猶之《玉釵》也，

不若彼更敷暢。（p.100）
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張堂から逃れるために楊母とともに尼寺に向かい、そこで何文

秀の母潘氏と互いの身分を明かしあう。

何文秀は王察と名乗って科挙に及第する。浙江御史を任じら

れた何文秀は占い師に身をやつして母と妻の行方を探り、尼寺

にいることを知ってこれを訪ね、寺の奥から姿を見せない妻に

尼を介して玉釵を見せ、再会を果たす。何文秀は張堂を裁いて

死罪に処す。

何文秀は王蘭英の父母に手紙を書き、親子を対面させる。何

文秀はかつての程練の罪を訴え、皇帝はこれを認めて罰し、何

文秀を救ったものたちに恩賞を与える。何文秀は故郷江陰に錦

を飾る（巻下）。

何文秀物語のある程度の部分は A『玉釵記』と共有していて

も、筋立てについてはかなり異なる。劉月金が登場せず、何文

秀の母潘氏は生き残って尼寺に入り、王蘭英もそこに逃げこみ、

姑と嫁がはじめそれと知らずに出会うという偶然が用意されて

いる部分が最も大きな違いといえよう。

C 無名氏『鳳簪十義記』巻数・齣数未詳

以下、C『鳳簪十義記』と略称する。祁彪佳『遠山堂曲品』

「具品」に、「李陽春『鳳簪』」が著録されている。そこには

「何文秀の物語を戯曲にしていることは『玉釵記』と同じだ

が、『玉釵記』がより詳細にわたり意を尽くしているのには及

ばない。[6]」とある。戯曲としての評価は A『玉釵記』に劣る

とされているが、何文秀物語を演ずることは分かる。この『鳳

簪記』のタイトルでは現存するテキストがないが、明胡文煥

編『群音類選』巻十五に『鳳簪十義記』の「留僮別妓」・「花園

被執」・「深淵救溺」・「花燭成親」・「棄子全英」・「剖容立節」の

六齣が曲詞のみ収録されている。なお『月露音』にも同題の

戯曲の「茶叙」「隠楽」の二齣があるが、「隠楽」は一曲のみで、

「茶叙」も物語のどの部分にあたるのか明確でない。本論では



[7] p.546。

[8] pp.549-550。
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ひとまずこの『鳳簪十義記』を李陽春『鳳簪記』と同一のもの

と考えておく。

この C『鳳簪十義記』は、『群音類選』の刊行年代からす

るとおよそ万暦二十一（1593）年以前に作られたと考えられる。

歌詞しかなく、また六齣しかないために全体の筋立てがどのよ

うなものであったのかについて考えることはできないが、前半

部分についてはかなり A・B『玉釵記』両方と近いものがあっ

たようだ。

「留僮別妓」の「玉交枝」の歌詞に「一睡魔驚醒，忽聞得堂

前沸聲。急忙移步前來問，緣何泣涕交零？何君家報有變更，整

裝即欲鞭歸鐙。為倉儲千餘火焚，慮高堂一時危病。[7]」とある。

劉月金という名前こそ見えないものの、主人公のなじみの妓女

が、主人公の家で失火があり公用の穀物が納められた倉が燃え、

母親がそれを憂いて危篤に陥ったことを聞いた歌詞と解せる。

その後、「花園被執」・「深淵救溺」から、主人公は令嬢と出

会って後庭で会っているところをつかまり、令嬢の父の怒りに

触れて舟から水中に落とされる筋立てがあることも分かる。C

『鳳簪十義記』で特徴的なのは、おそらく「深淵救溺」の直後

にあたると思われる「花燭成親」の場面である。投じられた水

中から助け出された主人公二人は衣服を乾かし、そこで改めて

夫婦の仲を誓い合う。

【媚袞】終身不二心，終身不二心，此世唯一志。婦道堪

為，箕帚親供侍。金屋阿嬌，卿卿須貯。感殷勤，不弈嫌，

為快婿。

【前腔】君須辦志誠，君須辦志誠，妾肯忘盟誓？玉樹兼

葭，衹愁變易還輕奔。月色燈光，證盟心意。日負恩，當

碎尸，天鑒取 [8]。

この場面で女性主人公が男性に対して夫婦として将来を誓う



[9] p.551。

[10] p.551。

[11] p.552。
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歌を歌う場面は、A・B『玉釵記』ともに見えない。

また「棄子全英」では、すでに殺人の罪をかぶせられた男性

の主人公が、おそらく牢番に向かって自分の境遇を歌う部分が

ある。

【好姐姐】祖居江陰儒裔，先君是文宗科第。為私仇剋核，

酷官部索之。把我家傾費，更兼捕獲裝成罪，因此夫婦離

家遠避之 [9]。

今までの経緯を簡単に話し、江陰出身の読書人の家庭に生ま

れ、父が恨みをかった相手に陥れられて家産が傾き、自分も捕

えられそうになったために夫婦でここまで逃げてきた、と述べ

ている。

【前腔】寄居，鹽官鄉邸，苦攻書欲圖進取。為張堂、屠

壽合謀哄飲食。他強傾醉，故將婢殺誣人睪，廣使錢神成

重辟 [10]。

次の曲では、浙江海寧（塩官）で邸を借りて、科挙のための

勉学を進めていたところ、張堂らに図られて酔わされ、召使い

の女を殺した罪を着せられたことを述べている。そもそも逃亡

している最中であるのに、科挙のための勉学を進めていた、と

いう部分は B『玉釵記』に近い筋立てがあったことが予測され

る。

また「剖容立節」では、歌詞にも「舉霜刀要立清名正 [11]」

とある通り、女性主人公が自らの顔を傷つけて夫への貞節を立

てる場面があり、この部分は A『玉釵記』に近い。

A・B『玉釵記』に C『鳳簪十義記』を加えると、あらため

ておよそ万暦二十年代には、すでに何文秀物語を演ずる複数の

伝奇があったことが確認できる。また、C『鳳簪十義記』の歌



[12]	 但在《何文秀玉钗记》之前没

有发现何文秀故事的流传记载，

亦不曾有关于何文秀故事弹词、

小说的著录， 且后世何文秀故

事作品均改编自这两部《何文

秀玉钗记》，故《何文秀玉钗

记》两种可以视为何文秀故事

的传播源头。（p.13）
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詞からは、A・B『玉釵記』に近い筋立てはもちろん、A・B両

方に見えない展開もあったことが読み取れよう。

それでは、これらの伝奇に先行した何文秀物語の作品は存在

していたのか、存在していたとすればどのようなものだったの

だろうか。まず先行研究について整理した後にこの問題を検討

していく。

３．先行研究と問題点

何文秀物語の淵源と変遷については、以下の三つを主な先行

研究として挙げることができよう。

劉夢爽『何文秀故事演変研究』（2018 年揚州大学修士論文）

題名の通り何文秀物語をその発生から、清代中後期、さら

に近現代に至るまでも見通し、扱う資料の範囲は非常に広い。

論文中では、テキストも現存せず記録にも残っていないため、

A・B『玉釵記』に先行するテキストは存在しないと結論づけ

る。

（『曲海総目提要』は「小説弾詞」に基づくとするが）『何文秀玉

釵記』以前に何文秀の物語が流伝していた記載はなく、

何文秀の物語に関する弾詞・小説の著録もない。また後

世の何文秀の物語の作品はすべてこの二つの『何文秀玉

釵記』を改編したものである。ゆえに二種の『何文秀玉

釵記』は何文秀の物語の伝播の来源とみなすことができ

る [12]。

また、A・B『玉釵記』の成立の前後について、B『玉釵記』

が先行するとの見解を示す。

これらから言えるのは、心一山人の『何文秀玉釵記』は

あるいは陳則清『何文秀玉釵記』を基礎として加工と改



[13]	 由此可见，心一山人的《何文

秀玉钗记》或为在陈则清《何

文秀玉钗记》基础上的加工和

改编。（p.15）
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編を経たものではないかということである [13]。

その根拠として、以下の三つを挙げる。

１陳則清『何文秀玉釵記』の序に先行作が出てこない。

２『曲海総目提要』の心一山人『何文秀玉釵記』に先行作

が示唆されている。

３心一山人に関する資料がなく、陳則清＝陳山人から借り

て付けられた仮名ではないか。

このうちとくに「後世の何文秀の物語の作品はすべてこの二

つの『何文秀玉釵記』を改編したものである」という部分につ

いては、たしかにＡ・Ｂ『玉釵記』それぞれの物語の要素を合

わせれば、後世の作品の主要な部分は含まれているといえるか

もしれない。しかしＣ『鳳簪十義記』を見ただけでも、上述の

ようにＡ・Ｂ『玉釵記』のそれぞれとばらばらに共通する部分

があり、断片的ながらもＡ・Ｂ両方と異なる部分もある、と反

論できる。

また、「何文秀故事」全体の変化を想定するにもかかわらず、

C『鳳簪十義記』についての言及が少なすぎることも問題だろ

う。C『鳳簪十義記』を A・Bの作品のどちらか、あるいは両

方に基づいて改編した作品とみなすには順をふんだ検討が必要

なはずだ。

また本論は陳則清を福州閩県の人、正徳十二（1517）年の進

士とするが、これは明確な誤りだろう。B『玉釵記』巻首、姚

之典序とも矛盾し、「山人」と呼ばれることからしても、また

年代から見ても合わない。これは同姓同名の別人と考えられる。

B『玉釵記』が先行するとするのも、論拠としては挙げてい

ないものの、この作者に関する誤りが影響しているのではない

かと考えられ、再度検討の余地があるといえる。



[14] p.86。
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馮金牛『稀見明代戯曲叢刊』『玉釵記』「校点説明」（2018 年、

東方出版中心）

『稀見明代戯曲叢刊』において、B『玉釵記』の校点の責任

者である馮金牛は、簡潔に「校点説明」を書いている。そこで

は倪道賢が鄭之珍『目連救母勧善戯文』に「読鄭山人目連勧善

記」（万暦十一年）を書いていることを指摘したうえで、陳則清

を明代の万暦年間に生きたとする。いっぽうで、A・B二種の

『玉釵記』のいずれが先行するのか、また相互の関係はあるの

かについて見解を示さない。C『鳳簪十義記』については題名

が異なることから触れない。

辻リン「何文秀物語の流伝について」（2020 年、『中国文学研究』

第 46期）

最新の研究として何文秀物語の流伝について考える以上、上

記二つの先行研究をふまえざるをえないはずだが、いずれに

ついても言及しない。論文中では A『玉釵記』が先、B『玉釵

記』が後として、B『玉釵記』が「清抄本」であり「改編本」

であると断定する姿勢を崩さない。

内容の大筋は富春堂刊本とおなじであるが、前半の南京

の妓館に遊び、妓女劉月金と出会い、別れ際に月金が玉

釵を送るという下りが、清抄本では勉学のため南京にい

くことに改編されている [14]。

『稀見明代戯曲叢刊』を挙げない以上、上海図書館蔵抄本を

実見したことになるが、B『玉釵記』の序を書いた複数の人物

が万暦年間に在世したと考えられることについて言及せず、B

『玉釵記』の登場人物の名は前述の通り、何文秀の父の名を何

君達、結婚する令嬢の名を王蘭英とするなど、宝巻をはじめと

する後世の芸能・戯曲に近い部分が多いことについてもふれな

い。
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また論文中では後半、壮族の長編叙事歌「唱文秀」の検討に

紙幅を割き、それが嘉靖年間にすでに広西に伝わっていた可能

性を示唆するが、明代後期にすでに何文秀物語が存在し広まっ

ていたことに関して、具体的な材料としては明末まで下った崇

禎十六（1643）年の版本が現存する薛旦『酔月縁』伝奇のせり

ふに「何文秀」弾詞が見えることを指摘するにとどまる。

以上のように、とくに万暦年間までに作られた A『玉釵記』、

B『玉釵記』、そして C『鳳簪十義記』のテキストのいずれが先

行するのかという点について、また A・B・Cいずれにも先行

する何文秀物語の作品が存在していたかについて、これらのテ

キストの内容から検討できる部分はまだかなり残されているの

ではないかと考えられる。

４．万暦年間以前の「何文秀物語」の想定

前述のように、B『玉釵記』の倪道賢序には何文秀がすでに

何らかの形で知られた人物であったと読むことのできる部分が

あるが、では「何文秀物語」が A『玉釵記』・B『玉釵記』・C

『鳳簪十義記』の三つの伝奇のいずれにも先行して存在したと

すれば、それはどのように証明しうるだろうか。

A『玉釵記』は版本にされているために当時からある程度以

上の知名度があったと考えられるし、著録されたのも、散齣

集に収録されてきたのも A『玉釵記』だった。対して B『玉釵

記』は抄本一種しか見つかっておらず、近年までこれに基づい

た清代以前の目録や批評の類も見当たらないため、広く知られ

た作品だったとはいえないだろう。また C『鳳簪十義記』は著

録されてこそいるものの、題名に「何文秀」とは入らず、全本

も見つかっていないことから、これも明末から清代にかけての

長い時期に、何文秀を主人公とする代表的な作品として広まっ

ていたとは考えにくい。したがって清代以前に A・B・Cの作

品すべてを並べ、物語の要素を分解し配列し直すことは非常に
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難しかったと考えられる。

どのようなジャンルのテキストであれ、A・B・Cそれぞれ

にしかない物語の要素を兼ね、それが部分によって入れ替わり

つつ現れ、かつ複数の作品に共通する重要な物語の要素を持た

ないという作品 Dがあれば、それが偶然に段階的な変化をた

どって A・B・Cすべての作品あるいはその系統から影響を受

けて要素を取り入れ、かつ複数の作品に共通する要素を排除し

たと考えるのは難しい。その場合には A・B・Cすべてに先行

する、何文秀物語を伝える何らかの媒体に基づく作品があり、

Dはその影響のもとに成立した、ということになろう。

そこで着目されるのが、譚正璧『弾詞叙録』の記す梗概であ

る。『弾詞叙録』に著録される「一〇七　何文秀」では、何文

秀の字「東橋」が見え、また南京鴛鴦巷の「劉月金」が登場す

る。父「何君達」は「陳練」と対立し、陳練は何家を陥れて罪

を着せ、何君達の甥「何九思」は打刑にあって死ぬ。何文秀は

いちど捕まるが、「李知県」のおかげで助かる。困窮して道情

を歌って歩く何文秀は、王閣老のむすめ「王蘭英」と出会い二

人は好き合う仲となる。蘭英は何文秀を助けようと金を裏庭で

渡そうとするが、これが家人に見つかり、何文秀と王蘭英はと

もども袋に詰められて水に沈められそうになるが、「陶常」に

助けられ、舟の仲で結婚する。

ここまでで物語はまだ前半であるが、すでに A『玉釵記』に

しか出てこない物語の要素や人物、また B『玉釵記』にしか出

てこない要素や人物がともに存在し、しかも A・B・C三種の

仲で C『鳳簪十義記』にしか見えない、陶常が媒人となって結

婚する場面もある。

しかし『弾詞叙録』の記載はあくまで梗概であるために、具

体的なテキストを探す必要がある。項目の末尾には二種の抄本

の書誌が見える。



[15] p.208。

[16] p.245。
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《新刻增□說唱義夫節婦何文秀報冤傳》不分卷回，無回

目，不署撰人，清光緒甲午（1894）績溪胡氏曾藏舊刊本

（一本）。又《新錄說唱何文秀傳》，不分卷回，亦無回目，

不署撰人，葉延記手抄本（二本），按後者與前者略有不同，

開首自何文秀父母雙亡敘起，文秀父名何顯，字君達，王

鼎作王異，楊文作楊文寶，故事全同 [15]。

『弾詞叙録』の梗概を書くのに拠ったと考えられるテキスト

は前者の『新刻增□說唱義夫節婦何文秀報冤傳』である。おそ

らくこれと近いと考えられるものが、『新刻説唱義夫節婦何文

秀報冤伝』のタイトルで華東師範大学図書館に所蔵されている

が、今のところこれを実見することを得ず、検討は別稿に譲ら

ざるをえない。

そこで、これと物語の要素や登場人物を共有するテキストを

地方戯・弾詞・宝巻などから探してみると、『新刻説義夫節婦

何文秀報冤本伝』宝巻が見つかる。この内容は『弾詞叙録』の

梗概と非常に多くの点で共通するといえる。

５．万暦年間以前の状況を反映すると考えられる
テキスト

D無名氏『新刻説義夫節婦何文秀報冤本伝』

「張嘉烈」の署名がある抄本である。抄写年代と抄写地はい

ずれも不明で、『宝巻初集』（1994年、山西人民出版社）に影印が

収録されている。このテキストはおそらく車錫倫『中国宝巻

総目』に「義夫節婦宝巻　張喜烈旧抄本（北大）」として著録さ

れているものと同様と思われる [16]。本論では、以下 D『義夫

節婦報冤伝』と略称する。このテキストのあらすじを、A・B

『玉釵記』、C『鳳簪十義記』と比較しながらたどっておく。

あらすじ

常州府江陰県の人何君達（Bと共通）が山東で提学副使の任に
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ある。子の何文秀字東橋（Aと共通）は常州府江陰県に居る。

家僕何興（Aと共通）が何文秀をそそのかし国子監に入ること

を口実に南京へ行き、南京鴛鴦巷で劉月金（Aと共通）と出会う

（Bは劉月金が登場しない）。

何君達は任期を終えて帰るが、息子が遊蕩に赴いたことを察

して、怒り病んで世を去る。

山東東昌府の人陳練（Aと共通、Bは程練）が巡按として江陰

に赴任し、かつての恨みから何家を陥れる。何君達の甥何九思

（Bと共通）は殺され、夫人潘氏も獄中で没する（Aは何九思にあ

たる人物が登場しない）。

何文秀は金を使いつくして帰ろうとするところを江陰県の役

人に捕まるが、父の同年の李知県（Bと共通）がひそかに逃がす

（Aは何文秀がみずから役人をだまして脱出する）。

何文秀は蘇州に逃れ道情を歌って糧を得、王閣老のむすめ

蘭英（Bと共通）の侍女妙蓮（Bと共通）が何文秀を見て家に招く。

蘭英は何文秀の身分を知り同情して思いを寄せ、後園で金を贈

ることを約束する。（Aでは侍女の名が錦雲）

何文秀と蘭英は密会の現場を王家のものに見つかり捕らえら

れ、王閣老は激怒し二人を麻袋に入れて川の中に落とそうとす

る。

王文・王武（Aと共通）と陶常（Bと共通）が夫人の命を受けて

二人を助ける。何文秀と蘭英は婚礼をあげる（Aはなし、Bは楊

母の前で婚礼、Cには「花燭成親」の場面がある）。

二人は浙江海寧に逃れ張堂の家を間借りしたところ、張堂は

蘭英の美貌を見て我が物にしようと図り召使を殺して何文秀を

陥れる。

海寧知県と杭州知府は張堂の賄賂を受けて何文秀を死罪にし

ようとする。

獄吏の王鼎は何文秀の身の上を知り、病気の息子王安を身代

わりに処刑し文秀を自分の子としてかくまい、故郷の山西平陽
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に帰って何文秀に王察と名乗らせ科挙を受けさせる。

蘭英は自尽しようとするが隣人楊母に助けられ、楊母とそ

の子楊文（A・Bともに登場せず、Cには楊母の息子の存在が示される）

とともに逃れる。

何文秀は科挙に及第して官僚として赴任し、占い師に変装し

て海寧に寄る（「桑園訪妻」Aと共通）。はじめ何文秀は蘭英が張

堂や楊文に身を任せたのではないかと疑うが貞操を信じる。身

分を伏せたまま蘭英に代わり張堂の訴状を書く（Bでは占い師に

変装して尼寺に行きそのまま再会する）。

何文秀は巡按として他の訴状も合わせて受け取り、張堂、海

寧知県、杭州知府を裁く。何文秀は王巡按として蘭英を故郷の

蘇州に帰るよう命ずる。

何文秀は王蘭英の蘇州への船旅に同行し、船中で自分が何文

秀であることを明かす（「舟中相会」Aと共通。Bはこの部分なし）。

王蘭英は蘇州で父母と再会し王閣老も何文秀と蘭英の結婚を

許す。

劉月金は何文秀のことを知り訪ねて来て再会する（Aは何文秀

のほうが訪ねる、Bはこの部分なし）。

何文秀は陳練の悪事を明るみに出し裁く（Aは城隍神となった

父が陳練を罰し冥界に連れて行く）。

何文秀は兵部侍郎にまで上り父母に仕え二人の妻を持ち子に

恵まれて終わる。

以上のように、D『義夫節婦報冤伝』には作中にそれぞれＡ

『玉釵記』のみ、Ｂ『玉釵記』のみに登場する人物とそれにま

つわる筋立ての両方が見られる。C『鳳簪十義記』は残るのが

曲詞のみのため難しいところもあるが、Cと Dが接近してい

る部分もあるように思われる。

登場人物について異同が大きいもののみ取りあげて整理する

と次の表のようになる。
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１何興と２劉月金については、A・Dに共通して登場し、３

何九（何九思）と李知県については、B・Dに共通して登場する。

5陶常に関しては、Dでは Aに登場する王文・王武も Bに登

場する陶常も出てきて協力して助ける筋立てになっている。さ

らに、その後に Dでは何文秀と王蘭英が二人きりで婚礼を挙

げる場面があるが、これは A・Bともになく、Cのみに見える。

また 6の楊文についても着目できる。妻との再会の部分にも

関わる人物であり、A・Bに登場しないにもかかわらず Dに存

在し、かつ Cには名前こそ出ないものの、存在が示される人

物でもあるためだ。これについては以下に詳しく述べる。

６．二重の再会「桑園訪妻」・「舟中相会」

A『玉釵記』では、二重に再会の場面が設けられている。

「桑園訪妻」・「舟中相会」と呼べる二つの場面がそれである。

とくに「桑園訪妻」については、何文秀が楊母とともに桑園に

暮らしている妻のもとを占い師に姿を変えて訪ね様子を見る場

面で、現代の地方戯でも独立して演じられることもある、よく

知られた場面になっている。妻との再会の場面にはそれぞれの

テキストの特徴がよく表れている。

A『玉釵記』第三十三齣は挿絵の題名を「文秀私行訪妻」と

し、何文秀が占い師に姿を変えて、桑園で楊隣母と暮らす王瓊

珍のもとを訪ねる。そのさい、何文秀の王瓊珍の貞節に対して

疑念を持ったことが書かれている。

〔淨、丑〕他妻子被張堂強逼成親。這箇娘子截髮毀面，

登場人物の異同

1 何興 2 劉月金 3 何九（九思） 4 李知県 5 陶常 6 楊文
A ○ ○ × ×（自分で脱出） △（王文・王武） ×
B × × ○ ○ ○ ×
C ？（僕） ？（妓女） × × ？（協力者） ？（子）
D ○ ○ ○ ○ 〇（王文・王武と陶常が協力して助ける） ○
○：登場　×：登場せず　△：人物・筋立てが異なる　？：名前不明



[17] 巻 3第 20葉。

[18] 算命的内容，总结了男主人公

自己出生二十三年来的遭遇，

让观众的欣赏重点从官场发迹

回到血海冤仇之上。（p.145）

[19] 巻 4第 2葉から第 3葉。
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欲尋自盡，幸得楊鄰母救取。因避張堂利害遂遷移那邊小

橋轉南居住。〔生〕如今想必有情人養他。〔淨、丑〕若有

此事，當初何不嫁了張堂？〔生〕這也說得有理 [17]。

「今はきっと男がいて養っているのだろう」というのは寒閨

を守る妻に対してあまりの言い方とも思えるが、いっぽうで作

者や観客の感覚を反映したものではあるのだろう。

また、この場面で何文秀は自分自身の八字から占うふりをす

る。そのさい趙天驕 2018が総括する通り、「占いの内容は、男

性主人公が、自分が生まれていらい二十三年に出会ったことを

まとめたもので、観衆の鑑賞の中心を主人公の役人としての出

世から、多くの人の血が流れた冤罪に対する復讐にあるのだと

いうことに立ち返らせる [18]」役割をも担っている。

A『玉釵記』第三十六齣は挿絵の題名を「文秀夫婦舟中相

會」とする。再び占い師に姿を変えた何文秀は、故郷の蘇州へ

の船旅の途中である王瓊珍と楊隣母に同情し、わざと玉釵を見

せ、楊隣母を間において王瓊珍に渡し、それを証拠に再会する。

【普天樂】無情邂逅生嗟怨，釵曾與兒夫相期願。不想前

日到監中送飯遺失了。到監時何事無緣？半載恩愛須拚。

鄰母，你可問那先生，借寶釵一看。〔貼借〕〔生授。旦見

哭介〕〔生〕為何就下淚水？〔旦〕□憐見伊拋閃。〔生〕

我是路上拾的。〔旦〕還堪恨。窮途零落誰收管。釵。今

日我還得見，你不知我丈夫在那裡？睹丈夫遺物，依然物

在人非，休羨，我的夫，問何時再會，人物俱全？ [19]

王瓊珍は釵に「釵よ、今日お前にはまた会えたが、夫がどこ

にいるか知らないか」と問いかけ、「夫の遺したものは目にし

たが、いまだに物はあっても人はおらず、いつまた会え、人と

物がそろうのか」と胸中を訴える。またその玉釵については獄
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中に夫を見舞ったさいに失くしたものと言っており、前の筋立

てときちんと対応している。

「桑園訪妻」では女二人が身を立てるすべとして桑園、つま

り養蚕が書かれ、故郷への旅が船旅であることも含めて、江南

らしい設定が物語に深く食いこんでいる。何文秀物語を演ずる

地方戯のうち、現在もっとも有名なのは越劇であるが、これは

地理的な条件から生まれる話柄が生かされていることによるの

だろう。

B『玉釵記』では、第三十三齣「完聚禅関」で、尼寺を訪ね

た何文秀と王蘭英が「玉釵」を証拠に再会する。

（生背云）這分明是我妻子，他不出來，怎生是好？我有一

計了，就把當初贈別的玉釵，假作間他當盤纏。如果是我

妻子，必然認得此釵。老師，你這盛徒看了八字，未蒙見

謝，他既不出來，我有一殳玉釵，望他當些盤費，與我

去罷。（尼）我菴中雖不用釵，也替你去間來。（尼叫旦科）

（旦上）（尼云）那先生將一殳玉釵問你當盤纏。（旦接釵，哭

介）

【前腔】（旦）覷遺釵頓覺增感慨，這釵呵，原是我一段離

情付俊才。想當初釵分鬢改，痛藳砧與玉俱埋。釵與人俱

去，釵歸人未歸。驀見有衒玉禪齋，猛追思物在人何在，

好教我睹物傷懷。老師呵，試問他何處裹貿易將來 [20]。

尼寺の奥にこもって姿を見せない王蘭英に対し、一計を案じ

た何文秀は路銀代わりに尼に玉釵を差し出し、玉釵を見た王蘭

英は夫に渡した釵だと気づき「釵と人とがともに去り、釵は

返ったが人は帰らない」と歌う。A『玉釵記』や後述の D『義

夫節婦報冤伝』のように何文秀が王蘭英の貞節を疑う場面は、

再会の場所が尼寺であることもあり、まったく存在しない。

D『義夫節婦報冤伝』では、「桑園訪妻」・「舟中相会」に当



[21] p.545。
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たる場面がともに存在する。とくに「桑園訪妻」では、楊媽媽

に息子楊文（楊文宝）がいることがポイントになっている。弾

詞や複数の宝巻にも登場する人物だが、何文秀は妻が「張堂や

楊文と通じたのではないか」と疑うのである。楊文は王蘭英を

助ける人物であるが、何文秀の疑念をあおる役割も果たしてい

ることになる。

店官道，他有一個妻子，自從丈夫死後，剪了頭髮，刺破

花容，要尋弔死之路，後得楊文母親救他的性命，即認楊

奶奶為母親，文寶為兄妹，乃東邊草房子內便是。公子道，

看他相必與張堂、楊文有情的。店官道，張監生處曾有禮

物相聘，另作媒人說親，那娘子認可一死，不肯失節，故

而在楊奶奶處。巡按聽得心中半疑半信便了 [21]。

Dの「舟中相会」にあたる場面では、A『玉釵記』のように

「玉釵」によって身の証を立てるのではなく、自分が何文秀で

あることを証明するためにここまでの経緯を語りなおす。

我名就叫何文秀，號叫東橋小舍人。算命先生也是我，看

海巡按我當身。今日得報冤仇事，感謝奶奶是恩人。聞知

你娘兒二個多孝義，特地私行到海寧。奶奶聽得此段話，

便問娘子是虛真。娘子聽得全不信，假稱名姓騙誰人。既

然是我親夫主，始末原由說一巡。公子便叫蘭英姐，不言

當初唱道情。多蒙你小姐厚有意，約定花園贈白銀。卻被

你父親來拿住，一齊水裡送殘生。你我虧了陶常救，夫婦

同行到海寧。公子說罷方遂認，娘子抱住丈夫身，二人哭

倒船艙內，哭得天秋海水渾 [22]。

そのさい、たとえば王蘭英の父に危うく水に沈められるとこ

ろを陶常に助けられたと説明し、かつて王蘭英に花園で銀をも
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らったことまでふれながら、玉釵やその他の約束の品を取り交

わしたという内容は出てこない。

C『鳳簪十義記』には、「桑園訪妻」・「舟中相会」の場面の

いずれも残っていないが、着目できる点がある。「剖容立節」

の令嬢（王蘭英にあたる）の歌う曲詞に、自分を救ってくれた女

性（楊母にあたる）の息子の存在が示唆されていることである。

【前腔】正朦朧神迷幽境，身渺茫魂歸岱嶺，韵悠揚聲從

耳鳴，影糢糊漸覺回真性。晦復明，終須不久生。祇是無

辜累你母子深情分，辦取來世，填還海樣恩。（合前）[23]

A・B『玉釵記』では楊隣母（楊母）は寡婦であり子もないと

されているが、C『鳳簪十義記』では D『義夫節婦報冤伝』に

あるように子がいたことになっており、清代以降の弾詞・宝

巻・地方戯などとも共通する。

以上のように、D『義夫節婦報冤伝』には作中にそれぞれＡ

『玉釵記』のみ、Ｂ『玉釵記』のみに登場する人物とそれにま

つわる筋立ての両方が見られる。そのうえ、A・B二つの『玉

釵記』に共通するもっとも重要な要素である「玉釵」、Cの題

名にある「鳳簪」などが登場しない。さらに、A・Bともに登

場せず、かつ Cの曲詞に存在が示される楊母の息子楊文（文

宝）が登場人物として存在し、王蘭英を守る役割になっている。

これにより、何文秀物語は少なくとも万暦前半より前に、

A・B『玉釵記』、C『鳳簪十義記』のいずれにも先行して、物

語を構成する話柄がかなりそろった形で存在していたとの予測

が成り立つ。そしてその物語は、少なくとも物語にも登場する

南京・蘇州・杭州を含む江南では、複数の作者がそれに基づい

た戯曲を書こうとするほどに広く知られていたものだったとい

えよう。

また B『玉釵記』の序文や著録、散齣集の収録状況などを考
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え合わせると、何文秀物語を伝える作品は文人の手になる戯曲

が先行していたとは考えにくく、何らかの形態での語り物歌い

物芸能であった可能性が高いといえる。しかし、それが現存す

る弾詞の複数の清抄本や宝巻とどのような関係であったのかに

ついては別稿を立てて検討する必要があろう。

７．ありふれた場面として読む「玉釵贈別」

A・B二種の『玉釵記』は、前述した通り、基本的には筋立

てのうえでも曲詞についても直接の継承関係にはないと考えら

れる。しかし近い時代に同じ物語から作られた戯曲である以上、

成立の前後があることは間違いない。さらに、同じ明代後期に

何文秀物語の伝奇であり、かつ「玉釵」を冠さない『鳳簪十義

記』があったこと、また後の時代の何文秀物語がいずれも「玉

釵」を物語の軸にするわけではないことまでふまえれば、主

人公たちを再会に導く「玉釵」という要素自体は A・B二種の

『玉釵記』のいずれかが先行しており、一方がそれを題名に借

り、独自に筋立てを作ったと考えるのが自然だろう。

ところで D『義夫節婦報冤伝』を読んで目立つのは、何文

秀物語全体と妓女劉月金に関する話柄の関連の薄さである。冒

頭こそ劉月金が担うものの、王蘭英は出会いから結ばれるまで

の波乱、冤罪による別れ、二重の再会とほとんどの場面は王蘭

英のものであり、劉月金は最後に再登場するだけである。

Dの後に A『玉釵記』を再読すると、「一本の玉釵」が劉月

金から何文秀へ渡り、その後複雑な受け渡しを経て、もとの持

ち主に戻り、劇全体を縫うように使われていることが分かる。

その授受を整理すると以下のようになる。

劉月金との別離のさい月金が何文秀に与える（第十一齣）→

何文秀が王瓊珍に金扣と取り替えて渡す（第十六齣）→投獄さ

れた何文秀のもとを王瓊珍が訪ね、玉釵を落として何文秀が拾

う（第二十三齣）→王瓊珍と船中で再会したさいに玉釵を自分の
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証として渡す（第三十六齣）→何文秀は劉月金と再会するさいに

必要だからと王瓊珍に再び渡させる（第三十九齣）→劉月金に渡

す（第四十齣）

先にも触れたように、『大明天下春』巻四には A『玉釵記』

の「玉釵贈別」が収められており、『楽府万象新』巻三にも

「玉釵贈別」が収録されている。A『玉釵記』には齣題こそな

いものの、第十一齣の挿絵は「三姐玉釵贈文秀別」と題してお

り、これらの散齣集とも合うものになっている。ここでは劉月

金から何文秀に一本の釵が贈られる。

〔小旦〕官人，我和你數月夫妻，一旦拋閃，今日恨不得

與君同去。奴有玉釵一股，奉為表記，他日得睹此釵，如

睹奴家之面。正是：同歸無計欲何之，釵贈君行意轉悲。

歸對青鸞心欲折， 不堪釵去鬢成絲。[24]

第十六齣の挿絵は「何生瓊珍西園□□」となっており、何文

秀から王瓊珍には玉釵が渡り、王瓊珍から何文秀へは金扣が渡

される。

〔生〕小生有玉釵一股，奉為表記，願小姐無忘此盟。

〔旦〕奴家回奉金扣一副，願此心如金之堅，如扣之合。

【滾遍】〔生〕海誓與山盟，說與天和地，百歲效于飛。玉

釵為表記，崔氏多情，文君有意。賡詩句，理瑤琴，會佳

期 [25]。

もともと劉月金からもらったものを王瓊珍に渡すという設定

もかなり奇妙であり、後で再会したさいに王瓊珍に渡したもの

を、さらに劉月金との再会のためにもう一度取り返す、という

何文秀の行動はいささかならず腑に落ちないが、Ａ『玉釵記』

は、ともすれば切り捨てられてしまいかねない劉月金の話柄
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を全体の中に位置づけるため、「玉釵」のもとの持ち主として、

そこから手渡されることによりそれぞれの登場人物と話柄をつ

なげて首尾一貫させるという役割を持たせたのだと読むことが

できよう。

それでは、B『玉釵記』においては「玉釵」はどのように使

われているだろうか。まず序には「玉釵」と筋立ての関係に関

する言及がないことは指摘しておく必要があろう。

いっぽう作中では、第一齣の「沁園春」詞の末尾に、「玉瑩

無瑕，釵復合一家胥慶，旌表共光榮 [26]」とあり、はじめから

「二本の玉釵」が一度は夫婦二人のもとに分かれるが、後に一

つとなることが示されている。

そもそも B『玉釵記』の作劇については、明確な傾向が見て

取れる。まず妓女劉月金があらかじめ排除されていること。こ

れによって何文秀の放蕩息子としての要素が消えており、何文

秀の倫理的な負い目がなくなっている。次に、父は病死するも

のの、母潘氏は逃れて生き残ること。何文秀が家産を蕩尽した

ことへの報いがないため、母は死を免除されることになる。さ

らに、何文秀と王蘭英をもともと「指腹」の間柄だったとし、

二人が後庭で逢瀬し、将来を誓うことを「私通」ではなく、も

ともとの婚約を果たしただけだとする。最後に、王蘭英と楊母

が逃げこむ場所を尼寺にして、何文秀が貞節を疑う余地を排除

していることである。

これらの要素は、前述した通り何文秀物語として何らかの芸

能の作品がすでにあり、それらにある物語の要素を変更したこ

とにより生まれたものと考えられる。A『玉釵記』がそれぞれ

の物語の要素を「玉釵」によって縫い合わせつなぎ止めている

のに対して、B『玉釵記』では、それぞれの物語の要素を倫理

によって正し、文人の戯曲として成立させているといえる。

B『玉釵記』では第十六齣「玉釵贈別」において王蘭英から

何文秀へと玉釵が渡されるのだが、上記のような倫理的な解決
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によって、二人が劇中で離れざるをえなくなるのは基本的には

妻が獄中に死刑囚となった夫を訪ねる、その別れのさいだけに

なっている。ところが、玉釵はその時に受け渡されるわけでは

なく、かなり無理のある形で、科挙に向かうために家を離れる

夫とそれを見送り、二本そろいの釵の一方を渡す妻という場面

を作っている。

何文秀は、まだ程練にかぶせられた冤罪が晴れていないにも

かかわらず、科挙を受けに江陰を離れることになっている。そ

こで王蘭英は二本の釵を分け、一方を何文秀に渡すのである。

（旦）相公因慕軒冕之榮，乃割房幃之愛，耿耿鄙衷，豈

忍遽別。奴有玉釵二殳，一殳留以待君，一殳奉君為記。

見此釵，如見奴家一同。正是：臨行無計繫君思，釵贈應

知神與馳。去日先愁歸日晚，教人睹物不勝悲。

【前腔】（旦）釵分最可悲，一片離心，與玉俱馳。遙望關

山，頓消減香肌。此一支玉釵，君當珍藏佩服，奴家有意

存焉。珍襲。但只願嗚珂佩玉，休教做墜釵碎璧。從今後

妝臺冷落，蓬鬢玉慵欹 [27]。

それを後に何文秀は再会のため尼寺を訪ねたさい、奥に引き

こもったままの王蘭英に対し、それと確かめるために玉釵を見

せて表に出させることになる。つまり「玉釵贈別」自体は劇全

体の展開に対して、先に何文秀に証拠の品である玉釵を渡して

おくという以上の意味はない場面だといえる。

ここで着目されるのは『群音類選』に収録された二つの何文

秀物語ではない『玉釵記』であり、その齣の題名である。『玉

釵記（李元璧）』では「玉釵軍別」が取られており、「玉交枝」

曲に「甚日得分釵聘全 [28]」という歌詞がある。また『玉釵

記（丘若山）』では「玉釵贈別」が取られ、さらにタイトルも内

容も、何文秀物語とは無関係であるものの、『群音類選』には
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『分釵記』「分釵夜別」も見える。そしてこれらはみな「二本の

釵を分ける」筋立てだったと考えられる。そもそも「鏡が割れ、

釵が分かれる」ことは夫婦や将来を誓い合った恋人の離別の象

徴として使われており、明代に伝奇がさかんに作られるように

なった時点ですでにとうに目新しいものではない。とはいえ、

複数の戯曲の場面として使われているからには、ある程度歌詞

の書きがいのある場面だったのだろう。

A『玉釵記』が先行し、B『玉釵記』がそれを取りこんだの

であれば、玉釵は妻から獄中の夫に渡り、その後再会の時に使

われるという演出が残るのではないかと思われる。そうせずに

夫が科挙受験に向かうさいに出発する時に渡す、という場面を

作らなければいけない理由はない。対してＢ『玉釵記』が先行

して玉釵を渡す場面を設け、それがＡ『玉釵記』に取りこまれ

たと考えると、もともと玉釵は劉月金のものだった、という設

定がＡ『玉釵記』の新たな趣向だったことになる。

改めて本論では、B『玉釵記』が先行の何文秀物語をふまえ

つつ、倫理を強く打ち出して内容を大きく改変し、また二本の

玉釵を分けて夫婦が一度別れるという、すでに一般的だった趣

向を持たせることで『玉釵記』と名付けたものとし、A『玉釵

記』がその題名と玉釵を借りつつ、物語の要素はできるだけ多

く含むようにし、曲詞や科白は新たに書いて複雑な玉釵の受け

渡しを仕組み、もともとの何文秀物語が持っていた、劉月金と

王蘭英（瓊珍）の二人の話がばらばらで関連しない弱点を補っ

たと考えておく。

８．何文秀物語と「嘉靖年間」との関連

清代以降の何文秀物語の多くの作品は、明の嘉靖年間を舞

台にすると冒頭で明言する。しかし、A『玉釵記』を除いては、

清代以前の脚本や演出の作品において、具体的に物語の内容で

嘉靖年間に関連した事件や人物が取り上げられているわけでは



[29] 巻 3第 14葉。

56	 中国都市芸能研究　第二十輯

ない。

A『玉釵記』では、あらすじでも記した通り、曾銑が登場し

何文秀はその参謀となって戦役を勝利に導く。

第三十一齣には曾銑が自らこのように述べる場面がある。

我朝自祖宗以來，輿圖混一，四海成平。念彼河套一方，

沃野千里。正統已巳之變，遂為左衽之區，列聖相承，非

無恢復之志。廟謨未定，終無進討之期。吉囊唵嗒，桀鷔

尤甚，邊境之間，殆無寧日。今幸聖天子赫然震怒，欲問

罪于犬羊；賢宰相夙夜究心，誓雪恥于君父。不量下官萎

駑，遂投閫外之權，正臣子立功之秋，三軍效死之日。新

進士山西王察，對策、慷慨深協時宜。夏太師立授參謀之

職，從事北伐 [29]。

この後、何文秀は曾銑を助けて「北朝」の将軍「脱脱」を退

ける。この筋立ては戦役自体が歴史上のものをふまえない、と

いうことももちろんだが、戯曲の中の筋立てとしても、何文秀

の名誉回復のために挿入されたものにすぎず、作品全体に関わ

るものではない。そのため、一劇の末尾でも、登場人物の口か

らこの話は語りなおされこそするものの、夏言はもちろん曾銑

も再登場するわけではない。

このエピソードはおそらく、隆慶年間（1567～ 1572）に成立

したとみられる『鳴鳳記』伝奇に夏言と曾銑、そしてそれに敵

対する厳嵩が物語全体に関わる人物として登場することをふま

えているのだろう。また万暦年間になって明朝開国の物語から

始まり、靖難時期、明代中期の物語も含めて、近い時代の物語

が盛んに伝えられる時代にさしかかり、文字化されていない物

語が直接伝奇や白話小説にされていたこととも関連すると考え

られる。

しかし A『玉釵記』では、多くの劇で中心的な悪役となる厳



[30] 按：曾銑撫陝，當明世宗時。

嘉靖四十五年中，並無宰相姓

王者。非止蘇州無王太師也。

（p.245）
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嵩はあくまで登場せず、また夏言も名前が出てくるだけで、物

語全体の悪役は陳練という地方で権勢をふるうだけのいわば小

物にすぎない。

この史上に実在する人物と架空の人物に関連する指摘が『伝

奇彙考』にすでに見える。

考えるに、曾銑が陝西を鎮撫したのは明の世宗の時代に

あたる。しかし嘉靖年間の四十五年のあいだに、王とい

う姓の宰相は決していない。ただ蘇州に王太師という人

物がいないというだけではない [30]。

この部分は、文字通りで見れば王蘭英（A『玉釵記』では王瓊

珍）の父親が実在の人物でないことを指摘したものにすぎない。

しかし、挿入的に語られる話柄にのみ登場する人物と、物語全

体に関わる人物を比べたものだと解せば、前者に属する曾銑は

実在の人物であるものの、後者にあたる王という姓の重臣は架

空の人物であるという対比を読み取ることもできよう。これは

何文秀物語全体が嘉靖年間の話である、と明言することを避け

ているのだともいえる。

また、A『玉釵記』にはもう一つ歴史背景を入れたと考えて

よい部分がある。劇の展開としてはさかのぼる形になるが、第

八齣に詐欺師としての「丹客」が登場する。他の物質を金銀に

変えるという意味での錬金術と、不老不死の薬を作るととなえ

る詐欺は歴代に見られるが、明代の嘉靖帝の統治時期にはこれ

が猖獗をきわめた。むろん嘉靖帝が道教に傾倒していたことに

よるものではあるが、皇帝に重用された武定侯郭勛が方士段朝

用を推挙して皇帝の前で錬金術を披露させるなど、周囲もむし

ろそうした流行を後押ししていたふしがある。

第八齣の冒頭に登場する玄天謊が登場したさいのセリフにこ

うある。



[31] 巻 1第 15葉。
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小道天台山居住，法名玄天謊，平日曉得些內事，師兄光

得過，平日曉得些外丹，兩個出來，雲遊江湖上，騙些錢

鈔 [31]。

玄天謊は自分たちの術が詐欺であることを隠そうともしな

い。王象晋（1561～ 1653）の『剪桐載筆』所収「丹客記」、馮夢

竜（1574～ 1646）『智嚢補』「丹客」から『初刻拍案驚奇』巻十

八「丹客半黍九還　富翁千金一笑」に取られた丹客の話はよく

知られているが、A『玉釵記』にはそこまで具体的な詐欺の方

法は書かれておらず、直接に関連があるかどうかは分からない。

とはいえ、嘉靖年間が終わった後に当時を振り返る形で書かれ

たものと考えることはできよう。また、この部分により、何文

秀が家から渡された金を注ぎこんだ先が劉月金だけではなかっ

たことにもなる。劉月金は早々にいったん物語から退場し最後

に登場するだけであり、「李娃伝」の物語の戯曲『曲江池』雑

劇や『繍襦記』伝奇のように、再会してかつてのふるまいを後

悔する場面もなく、夫の勉学と栄達に力を貸したわけでもな

いため、後に妻として迎え入れられるための積極的な理由に欠

ける。そこであらかじめ何文秀は鴇母と丹客により金を蕩尽さ

せられてしまったのであり、もともと劉月金は何文秀を好きで

いっしょにいたのだ、という理由付けが用意され強調されてい

るのだろう。

A『玉釵記』は明代に書かれた何文秀物語の作品の中で、唯

一具体的に嘉靖年間とつながる要素を持つが、それらはいずれ

も A『玉釵記』が万暦年間になって書かれたさいに挿入的に作

られたものだと考えられる。

現存の何文秀物語の作品のうち、清代以前に成立していたと

みられるものの中には、あくまで物語の冒頭に「嘉靖年間」と

いう文字が見えるだけで、他に時代背景と結びつく筋立てを見



	 何文秀故事伝奇の形成と発展（川）	 59

出すことができない。

これは何文秀物語に当初から嘉靖年間の話であるという設

定があったわけではなく、A『玉釵記』が刊行され広まった後、

おそらく清代以降に、当代ではなく明代の物語であることを明

確にするために嘉靖年間という設定のみが取り入れられたこと

から起こった現象であると考えられる。

９．結論

何文秀物語は、万暦年間前半以前にはすでに話の首尾をそな

えたものになっており、それに基づき A『玉釵記』・B『玉釵

記』・C『鳳簪十義記』などの伝奇が作られた。

宝巻の作品である D『義夫節婦報冤伝』は内容から見て、A

『玉釵記』・B『玉釵記』・C『鳳簪十義記』いずれにも先行する

何文秀物語をも反映していると思われる。

B『玉釵記』は A『玉釵記』に先だって作られたと考えられ

る。B『玉釵記』は登場人物こそ先行の物語を踏襲するが、展

開は倫理によって大きく改めている。その過程で陳則清が何文

秀の物語ではない他の戯曲から「玉釵」の要素を夫婦の別れの

場面として付け加えたため、全体の物語からは浮く形になって

いる。

A『玉釵記』は「玉釵」の趣向と題名は B『玉釵記』に借り

たが、曲詞や科白は受け継がず、何文秀物語から改めて伝奇を

制作したと考えられる。そのさい複雑な玉釵の受け渡しを仕組

むことで、もともとの何文秀物語が持っていた、劉月金と王蘭

英（瓊珍）の二人の話がばらばらで関連しない弱点を補ってい

る。

また A『玉釵記』は古人ではなく近人の物語であることを明

確にするため、嘉靖年間に特徴的な話柄を入れた。この影響に

より清代以降の何文秀物語の戯曲や芸能は、いずれも嘉靖年間

を舞台とすると固定された。しかしそのさい話柄自体は全体の
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物語に接続していないため、後の作品に採用されないことがほ

とんどだった。

C『鳳簪十義記』と A・B『玉釵記』の前後を考えるのは難

しいが、A・Bいずれにもなく、先行する何文秀物語を反映す

る部分があることから、少なくとも A・B『玉釵記』の後継作

品とはいえず、別の道筋から何文秀物語を伝奇にしたものとい

える。

何文秀物語は当代の物語として、文人の手による戯曲や小説

ではない作品、おそらくは語り物芸能から立ち上がり、話柄や

人物を確立した。その後、万暦年間の江南ではほとんど同時期

に複数の戯曲が作られるほど、その物語は知られていたことに

なる。

本論では、何文秀の物語を演ずる三つの伝奇を主な分析対象

として以上のような結論を得たが、これらは明代後期の江南に

おける、同時代の物語の伝播とその文人による戯曲化の様相を

見る上で一つのモデルとすることができるだろう。
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62	 中国都市芸能研究　第二十輯

薛家将征西故事小説変遷考

千田　大介

はじめに

唐の高句麗征討や遊牧民との抗争で活躍した将軍・薛仁貴は、

後世、通俗歴史物語の主人公となり、更に明末以降、その架空

の子孫たちの活躍する一連の物語が形成された。それらは薛家

将故事と総称され、（薛仁貴）征東・（薛丁山）征西・（薛剛）反唐

という三世代・三つの部分から成る。本稿ではこれらのうち、

征西部分について取り上げる [1]。

薛家将征西故事は、薛仁貴の息子の薛丁山、そして何よりも

その妻である女将軍・樊梨花の活躍を描くものであり、明代万

暦年間の弋陽腔系伝奇『金貂記』にその原形が現れ、清代乾隆

年間の小説『説唐三伝』が一つの完成形となっている。薛仁貴

は太宗の高句麗親征で頭角を現した後、朝鮮半島のみならず、

鉄勒や九姓突厥との戦いでも活躍しているが、征西故事の内容

は、そうした史実と関わりを持たないフィクションである。

薛家将征西故事の形成過程については、従来必ずしも明らか

になっていなかったが、筆者は千田大介 2019で、『三皇宝剣』

伝奇と内府本戯曲・皮影戯影巻などの比較対照を通じて、小説

『説唐三伝』に先行して、それとはいささか展開の異なる三休

樊梨花故事――薛丁山が樊梨花との結婚を三回拒んだ末に結ば

れるエピソード――が京腔で行われていたとの結論を得た。ま

た千田大介 2020では『三皇宝剣』伝奇が魏長生の『滾楼』を

取り込んでいたことを明らかにし、女将軍が活躍する物語が盛

行した背景として、清代中期北京の舞台における粉戯の盛行を

想定した。さらに千田大介 2021では、京腔系の三休樊梨花故



[2] 中州古籍出版社、1993年。

[3] 巴蜀書社、1999年。
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事の内容と影響を、伝統劇・伝統芸能の演目などを参照しつつ

考察するとともに、『説唐三伝』が先行小説と京腔系三休樊梨

花故事を吸収する形で成立したとの見取り図を示した。

しかるにこの見取り図は、小説の内容を細かに検討してはい

ないため、修正の余地がある。そこで本稿では、各征西故事小

説の内容・記述を具体的に検討し、それらの継承関係および物

語の形成過程を、戯曲との影響関係を考慮しつつ、より詳細に

論じてみたい。

1.	『混唐後伝』～樊梨花登場以前の征西故事小説

『混唐後伝』の成立年代をめぐって

薛仁貴・薛丁山父子の征西を扱った通俗作品としては、前述

のように明無名氏の『金貂記』伝奇が最も古く、明の万暦年間

に多くの弋陽腔系伝奇を刊行したことで知られる金陵富春堂の

刊本が残っている。前半で尉遅敬徳の貶謫を描き、その後で薛

仁貴が唐に挑戦してきた蘇保童を伐つものの鎖陽関で包囲され、

それを子の薛丁山や尉遅敬徳らが救援する、といったストー

リーが展開される。

こうして成立した薛家将征西故事は、清代に入って章回小説

の題材としても取り上げられるようになるが、その嚆矢となっ

たのが『混唐後伝』である。

『混唐後伝』は、本稿で用いる『古本小説集成』所収大連図

書館所蔵芥子園刊本のほか、董晧校注『混唐平西伝』[2]、『明

代小説輯刊』第三輯所収曲沐点校本 [3]などの排印本も刊行さ

れている。

芥子園刊本の封面は『繍像薛家将平西演伝』、目録題は『繍

像混唐平西演伝』に作るが、序題・版心題・巻首題はいずれも

『混唐後伝』である。封面に「竟陵鍾伯敬定」・「卓吾評閲」と

あり、また各巻巻首に「竟陵鍾惺伯敬編次、温陵李贄卓吾参

訂」と見える。



[4] 自褚人穫書六十八回鈔起，省

略馬賓王蕭后事，憑空捏出薛

仁貴征西一事。第十一回以

下全襲褚書第七十回以下文。

（p.52）

[5] 此書實即恂莊主人編之《異説

征西演義全傳》，唯卷首征西

事稍略。（p.53）

64	 中国都市芸能研究　第二十輯

孫楷第『中国通俗小説書目』は、『異説征西演義全伝』（以下

『異説征西』）の項目で以下のように述べる。

褚人獲の本（筆者注：『隋唐演義』を指す）の六十八回より

引き写し始め、馬賓王・蕭后の事を省略し、薛仁貴征西

の事を捏造している。第十一回以下は褚の本の第七十回

以下の文を完全に踏襲している。[4]

また『薛家将平西演伝』（『混唐後伝』）の項では以下のように

述べる。

この本は恂荘主人編の『異説征西演義全伝』にほかなら

ず、ただ巻首の征西のことがやや略されている。[5]

孫楷第は『異説征西』が先、『混唐後伝』が後としているが、

後述のように実際の成立順序は逆であると思われる。

孫楷第は『混唐後伝』が清の褚人獲の『隋唐演義』を引き

写したものであるとしているが、これに対して欧陽健 1988は、

『混唐後伝』が明末の成立で、むしろ『隋唐演義』の方が引き

写したのだとする。この説については、いくつかの反論が出さ

れており、改めて整理・検討しておく必要がある。

欧陽健の主要な論拠は、以下の二点である。

1．『隋唐演義』が康熙帝の諱である「玄」字を避けている

のに、『混唐後伝』が避諱していない箇所が見られる。

2．『混唐後伝』巻之一第二回に「若說開國之君，閨門不正，

莫過于漢唐；閨門之正，自古到今，莫過于我明……」と

見える。

欧陽健の掲げる論拠のうち、「玄」字の避諱については、竹



[6] 竹村則行 2003は『混唐後伝』
が『隋唐演義』に先行すると
の説を掲げるものとして『中
国古代小説百科全書』のみを
例示し、欧陽健 1988に言及
しない。また、『異説征西』
を『混唐後伝』の異称とする
など、事実誤認も見られる。

[7] p.298。

[8] 昔有友人曾示予所藏《逸史》，

載隋煬帝朱貴兒，為唐明皇楊

玉環再世因緣事，殊新異可喜，

因與商酌，編入本傳，以為一

部之始終關目。合之《遺文》、

《艷史》，而始廣其事，……。

（第一葉、第二葉）
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村則行 2003が反論している [6]。すなわち、『珍本禁毀小説大

観』に引く乾隆五十年刊『繍像征西全伝』、および康熙十年の

戯曲『天宝曲史』など、「玄」字を避諱していない例があるの

で、避諱のみをもって年代を確定することはできない、という

ものである [7]。筆者の目睹した範囲でも、例えば乾隆五十八

年刊の『説唐全伝』観文屋堂本第六十八回第七葉には欠画のな

い「玄武門」が見られる。戯曲・小説などの通俗的なテキスト

では、避諱が必ずしも徹底されていなかったと見るべきである。

また、欧陽健のもう一つの論拠、「我明」であるが、筆者が

確認・検索した限りでは、『混唐後伝』に該当箇所を発見でき

なかった。これは実際には、『混唐後伝』を整理・増補して乾

隆十九年に刊行された『異説征西』第十回の末尾に見えるもの

であり、これをもって『混唐後伝』が明刊である証拠とするこ

とはできない。

ところで、『混唐後伝』の序と『隋唐演義』の序は、前者が

「竟陵鍾惺伯敬題」、後者が「康熙乙亥冬十月既望長洲褚人獲學

稼氏題於四雪草堂」と署名するほかは、数文字が異なるだけで

同じものであるが、そこに以下のように見える。

昔、友人が所蔵している『佚史』を私に見せてくれたが、

隋煬帝と朱貴児が唐明皇と楊玉環に転生する因縁を載せ

ており、とりわけ新奇であった。そこで考えた上で、こ

の小説に取り入れて、一編の首尾をつなぐ筋立てとした。

それと『遺文』・『艶史』を合わせて、その物語を膨らま

せて……。[8]

『隋唐演義』序は「友人（有友人）」を「籜庵袁先生」に作っ

ている。これは、両方の序に見える『遺文』、すなわち『隋史

遺文』の作者である袁于令を指す。事実、『隋唐演義』の前半

部分の大半は『隋史遺文』の引き写しである。ちなみに『艶
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史』は明の斉東野人の『隋煬帝艶史』を指し、やはり『隋唐演

義』に取り入れられている。

この部分について、『古本小説集成』の『混唐後伝』影印に

付された朱玲球の「前言」は、『隋史遺文』が刊行されたと

き、鍾惺は既に没していたので、この序が鍾惺の作でありえな

いと指摘する。確かに『隋史遺文』の刊行は崇禎六（1633）年、

鍾惺の没年は天啓五（1625）年であり、これは『混唐後伝』が

『隋史遺文』を引き写して鍾惺に仮託した際の杜撰に起因する

ものだろう。

以上から、『隋唐演義』が『混唐後伝』に基づいたとの説は

成立しがたく、『隋唐演義』の後半部分を引き写して、薛仁貴

征西故事を付け足したのが『混唐後伝』であるとする孫楷第

の説に従うべきである。このため、『混唐後伝』の成立年代は

『隋唐演義』が刊行された康熙三十四（1695）年より後というこ

とになる。一方、鍾惺・李卓吾らの名を冠するのは、その名声

がいまだに響いていた時期の成立であることを示唆する。おそ

らくは『隋唐演義』からさして時をおかず、康熙四十年前後に

『混唐後伝』 褚人獲『隋唐演義』

巻
之
首

第一回 長孫后遣放宮女
唐太宗魂遊地府 第六十八回 成後志怨女出宮

證前盟陰司定案

第二回 唐儉奉詔選秀女
西遼遣使下戰書

第三回 仁貴統兵征遼西
保童獻計困大唐

第四回 蘇保童刀傷仁貴
薛丁山箭敵保童

第五回 薛仁貴遼西認子
陳金定計殺遼婆

巻
之
一

第一回 金蓮作法救丁山
青雲領兵戰金蓮

第二回 仁貴保駕回長安
媚娘披緇入尼寺 第七十回 隋蕭后遺梓歸墳

武媚娘被緇入寺

第三回 馮小寶行淫禪寺
武媚娘蓄髮還宮 第七十一回 武才人蓄髮還宮

秦郡君建坊邀寵

第四回 昌宗受薦幸太后
懷義建節撫碩貞 第七十二回 張昌宗行儺幸太后

馮懷義建節撫碩貞
表 1　『混唐後伝』巻之首・巻之一と『隋唐演義』

刊行されたものである蓋然性が高

い。

『混唐後伝』の概要

『混唐後伝』は、冒頭に巻之首

第一回～第五回を置き、その後に

改めて巻之一第一回が置かれてい

る。巻之一以降は、最後の巻之八

まで回目が通番になっており、各

巻四回で第三十二回まで、巻之首

と合わせて計三十七回となる。

内容は、孫楷第が指摘するよう

に、褚人獲『隋唐演義』の後半部、

第六十八回以降に薛仁貴征西故事



[9] 空の城を故意に占領させ、輜
重の整わないうちに包囲する、
一種の焦土作戦を指す。計略
の名称は本文中に必ずしも明
記されていないが、本稿では
便宜上、空城計と呼ぶことに
する。『異説征西』について
も同じ。
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五回分を付け加えたものとなっている。巻之首と巻之一につい

て、両者の対応関係をまとめたのが表 1である。

『混唐後伝』では巻之首第二回後半から巻之一第二回前半に

かけて、薛家将征西故事を扱っている。合計五回分であり、巻

之首の回数と一致する。ここから『混唐後伝』は、『隋唐演義』

の後半部、第六十八回以降に手を加えて独立した小説として刊

行する企画として進められ、刊刻もある程度進んだ段階で、急

遽、薛家将征西部分を五回分増補することとなり、そのために

第一巻の前に巻首を挿入したことが推測される。

『混唐後伝』の薛家将征西故事

以下、『混唐後伝』の征西故事部分のあらすじを、回ごとに

纏めておく。

巻之首第二回

西遼華於国の迷王は、唐侵略のため兵を集める。高麗の

蓋蘇文の子・蘇保童は西遼に身を投じて駙馬・征唐大都

督となり、長安に戦書を送る。唐の太宗は親征を決め、

薛仁貴を起用すべく徐勣を竜門県に派遣する。徐勣は激

将法を用い、渋る薛仁貴に出征を受諾させる。

巻之首第三回

太宗は薛仁貴を元帥に任じ、秦懷玉・段野林を左右先鋒

に封じて親征に出る。唐軍は草橋関を落とす。蘇保童は

節天関に空城計 [9]を設け、薛仁貴は計略を疑うも太宗

が入城を命じ、蘇保童の重囲に陥る。

巻之首第四回

蘇保童は飛刀で段野林を討ち取る。続いて秦懷玉が出る

も勝負が付かず、蘇保童は互いを三鞭ずつ打ち合って勝

負を決めることを提案する。秦懐玉は先に鞭で三度打つ

が蘇保童がそれに耐えたため、敵せぬと見て城内に逃げ

帰る。翌日、薛仁貴が出るが、蘇保童の飛刀を受けて負

傷し、帰陣後、人事不省となるが、蘇保童も太宗に射
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られて負傷する。太宗はひたすら救援を待つ。薛丁山は、

かつて父・薛仁貴にそれと知らずに射殺されたが、雲夢

山水連
ママ

洞の鬼谷老祖に救われていた。老祖は武器を与え

て下山させる。途中、妖怪を降して馬を得て、太白金星

から鞍轡・盔甲を贈られる。薛丁山は家に帰り母・姉と

再会し、一万の兵を率いて父の救援に向かう。節天関で

蘇保童と戦い、飛刀を神箭で破る。

巻之首第五回

薛丁山は蘇保童を退け、入城して太宗に拝謁し、傷の癒

えた薛仁貴との再会を果たす。蘇保童は叔母の蘇金定に

救援を求める。薛丁山は蘇金定と戦い追撃するが、冷箭

を受けて陳家に匿われる。陳家の娘・陳金定は、遅れて

やってきた蘇金定を寝室に誘い込み、闇討ちにする。薛

丁山は陳金定を娶る。蘇保童は師の青雲老祖の下山を請

う。薛丁山に敗れた青雲老祖は計略を設けて、薛丁山夫

婦を捕らえる。

巻之一第一回

薛金蓮はかつて後花園で長眉大仙より武芸・道術を授け

られていたが、長眉大仙より兄の救援に赴くように命じ

られ、雲に乗って西遼に赴き、法術で薛丁山夫婦を救出

する。長眉大仙は玉帝に奏上して青雲老祖を捕らえる。

巻之一第二回

唐軍は反攻に転じ、逃走する蘇保童を薛金蓮が捕らえ、

迷王は降伏する。太宗は蘇保童を斬り、長安に凱旋し、

薛仁貴親子に加増する。

『金貂記』および他作品との比較

『混唐後伝』は、征西途上で包囲に陥った薛仁貴を薛丁山が

救援する、という大枠こそ『金貂記』伝奇と共通するが、相違

も多々見られる。

まず唐に挑戦する敵国の名称について、『混唐後伝』は「西



[10] 自家向年在本國高麗，俺叔父

蓋蘇文，與大唐爭取世界。俺

叔父被薛仁貴戰死，俺流入海

西，遼邦天子拜俺為大元帥之

職。（第二十一葉）

[11] 俺這裏西臨遼水，東望扶桑。

（第二十一葉）

[12] p.208。
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遼華於国」、国王を「迷王」としている。『金貂記』では、第十

六齣で蘇保童が以下のように名乗りを上げる。

わしはかつて本国・高麗に居ったが、わが叔父・蓋蘇文

が唐と天下を争い薛仁貴と戦い死んだため、わしは海西

に落ち延び、遼の天子に拝されて大元帥となった。[10]

同齣には、「わが地は西は遼水に臨み、東は扶桑を望む [11]」

ともあるので、蘇保童が属するのは現在の東北地方ということ

になり、五代・北宋時の遼を意識しているとも思えるが、第

十七齣で薛仁貴が征西大元帥に任命されているので、征西の

物語であると認識されていたことに間違いはない。柴崎久美

子 2014は西遼を意識したものと推測するが [12]、通俗伝奇の作

者・受容層に正確な歴史や地理の知識があったのかは疑問であ

る。征東の次は征西という大枠が先にあり、相対的に西の地名

を適当に補ったに過ぎないと考えるべきであろう。

蘇保童は蓋蘇文の子もしくは甥とされているが、姓が食い

違っている。これは戯曲・芸能で蓋を略して蘇文と呼ばれるの

を、姓名と誤認したことに起因しよう。ちなみに史実では、蓋

蘇文が名で、泉もしくは淵（高句麗語の意訳）が姓である。

また、『金貂記』では薛仁貴が征西軍を率いて鎖陽関に包囲

されるが、『混唐後伝』は太宗が親征しており、主戦場も節天

関に変わっている。

『混唐後伝』で、薛仁貴は征東から帰還した後、妻と再会す

る前に、出生時にまだ母胎の中にいた薛丁山を、武芸にすぐれ

妄言を吐いたために射殺したとしているが、これは『金貂記』

には見えない。薛丁山の双子の姉・薛金蓮も同様である。

巻之首第四回で秦懐玉と蘇保童が互いを鞭で打ち合うのは、

小説『隋唐両朝史伝』等に見える秦叔宝と尉遅敬徳の「三鞭換

両鐗」と同じ趣向であるが、直接的には薛仁貴征東を描いた
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『白袍記』伝奇第三十四齣で尉遅敬徳が先に蓋蘇文を三鞭打っ

た後、自らは鞭を受けずに逃走したのを意識しているのであろ

う（これは、成化本説唱詞話『唐薛仁貴跨海征遼故事』にも見える）。そ

の尉遅敬徳であるが、『金貂記』では薛丁山とともに救援に駆

けつけるが、『混唐後伝』には登場しない。

『金貂記』の薛丁山は、最終第四十二齣で尉遅敬徳の娘と結

婚している。陳金定は、『説唐三伝』では薛丁山の第二夫人で

あり、醜女であるとされるが、『混唐後伝』には容姿に関する

記述は特に見えず、知勇に優れた女将軍として描かれる。この

点、道術を使う女将軍である薛金蓮と、キャラクターのタイプ

が区別されている。なお薛金蓮は『金貂記』のみならず、京腔

系の征西故事にも登場しない。

一方、彼女たち、特に薛金蓮が活躍する代償として、『混唐

後伝』で薛丁山の影は相対的に薄くなっている。これは、多く

の薛家将征西故事の小説・戯曲等に共通する欠点でもある。

2.	『異説征西』～樊梨花の登場

『異説征西』と『混唐後伝』

『異説征西』、大塚秀高 1987が収録する最も古い版本は乾隆

十九（1754）年刊鴻宝堂刊本であるが、本稿で用いる同書未収

の積秀堂本も同年の「新刊」である。積秀堂本は封面に『征

西全伝』と題し、「中都佚叟原本」とあり、目録題・巻首題を

『異説征西演義全伝』に作る。

前述のように、孫楷第『中国通俗小説書目』は『異説征西』

を改編したのが『混唐後伝』であるとするが、『混唐後伝』に

見られる巻一の前に巻首を置く混乱が『異説征西』には見られ

ないこと、征西部分で樊梨花関連のエピソードが増やされてい

ること、また序はやはり『隋唐演義』序の引き写しであるが、

署名が鍾惺でなく「乾隆十八（1753）年恂荘主人序」となって

いることから、逆に『異説征西』が『混唐後伝』に基づいたと
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見るのが妥当である。

『異説征西』もその大部分は『隋唐

演義』からの引き写しになるが、薛家

将征西故事を扱う部分は、『混唐後伝』

よりも分量が増えている。表 2は両者

の征西部分の回目の比較である。

『異説征西』で増補されているの

は、第三回から第四回前半、第五回後

半から第六回、第八回、第十回になる

が、『混唐後伝』と重なる部分につい

ても、ある程度手が入っている。『混

唐後伝』にはほとんど見えなかった挿

詩がしばしば使われているし、描写も

『混唐後伝』 『異説征西』

巻
之
首

第二回 唐儉奉詔選秀女
西遼遣使下戰書 第二回 唐儉奉詔選秀女

西遼遣使下戰書

第三回 保童大反鎖陽城
唐太宗御駕西征

第三回 仁貴統兵征遼西
保童獻計困大唐 第四回 仁貴統兵征遼西

保童獻計困大唐

第四回 蘇保童刀傷仁貴
薛丁山箭敵保童 第五回 蘇保童刀傷仁貴

咬金回朝勾救兵

第六回 薛丁山下雲夢山
丁山棋盤成親事

第五回
薛仁貴遼西認子 第七回 薛仁貴遼西認子

丁山再娶陳金定

陳金定計殺遼婆 第八回 金定設計殺遼婆
樊梨花破烈焰陣

巻
之
一

第一回 金蓮作法救丁山
青雲領兵戰金蓮 第九回 金蓮作法救丁山

青雲領兵戰金蓮

第二回 仁貴保駕回長安
媚娘披緇入尼寺 第十回 仁貴保駕回長安

樊梨花奉旨完婚
表 2　『混唐後伝』・『異説征西』征西故事部分対照表

細かくなっているほか、人物や地名の追加・変更もある。

『異説征西』の増補部分

以下、『異説征西』で増補された部分について、あらすじを

紹介し、他の小説・戯曲との相違点を検討する。

第三回・第四回

蘇保童は西番の軍勢百万を率いて幽州に攻め寄せ、三関

を奪う。太宗は親征して、鎖陽城で蘇保童の空城計に陥

り、包囲される。遼軍がたびたび攻め寄せるところ、秦

懐玉、尉遅豹慶・尉遅豹麟らの活躍で退ける。蘇保童の

軍師である道士の桑木艮は、白猴の精である袁白焉の下

山を請い、節天関に空城計を設ける。

これに続く節天関の戦いは、『混唐後伝』をほぼそのまま踏

襲している。

『旧唐書』の「尉遅敬徳伝」によると、尉遅敬徳の子の名は

宝琳であり、豹麟はその音通である。元無名氏の『小尉遅』雑

劇（『元曲選』本）は保林に、『説唐後伝』・『説唐三伝』などは宝
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林に作る。豹慶は史書には見えず、また尉遅敬徳・宝林父子の

再会譚を扱う『小尉遅』雑劇・『説唐後伝』にも登場しないが、

『説唐三伝』は宝慶に作り、宝林の兄弟だとする。

西番の兵が幽州（河北）に攻め寄せるというのも、『金貂記』

や『混唐後伝』と同様、通俗文芸作品にしばしば見られる地理

の混乱である。本来、山西省の太原と大同の間に位置し、北宋

と遼との境界に位置した雁門関等の総称である三関が、楊家将

故事の影響により、漠然と夷狄との境界として認識されている

例は、多くの通俗歴史物語に見られる。

征西の経路について、『混唐後伝』は草橋関を落とした後、

節天関で唐軍が空城計に陥っているが、『異説征西』では鎖陽

城・節天関の順になっており、三関の奪還は描かれない。また、

鎖陽城・節天関で空城計が繰り返されるばかりか、宮殿に鳩を

入れた箱を残しておき、唐軍が箱を開けて鳩が飛び立つのを合

図に城を囲む、という敵の計略も同じである。ちなみに征西故

事で薛仁貴が包囲されるのは、『金貂記』、さらに他の戯曲・小

説がいずれも鎖陽関あるいは鎖陽城としており、鎖陽の出てこ

ない『混唐後伝』はむしろ孤立した例になっている。

第五回後半・第六回

太宗は程咬金に命じて、長安に救援を求めさせる。程咬

金は投降兵を装い、敵の馬を奪って逃げおおせ、太子に

謁見し、八万の援軍を率いて救援に向かう。

『混唐後伝』の太宗が援軍をひたすら待っていたのに対して、

『異説征西』では程咬金を救援要請に派遣している。そもそも

『金貂記』伝奇で、程咬金が救援の使者に送られ、蘇保童を唐

朝のあまたの名将を恐れるのかと挑発して敵陣を通り抜けてお

り（第二十七齣）、他の征西故事の戯曲・小説でも皆、程咬金が

使者となっている。

この後に続く薛丁山の下山と帰宅、出征にかけては『混唐後
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伝』と変わらないが、その後に樊梨花が登場する。

薛丁山は一隊を率いて遼西に向かう途中、棋盤山で山

賊・樊梨花と戦い捕らわれる。樊梨花はかつて異人から

薛丁山との宿縁を聞かされていたので結婚を迫り、薛丁

山は征西終了後に婚礼を挙げることを約す。樊梨花は山

寨を焼き部下を率いて薛丁山に従って進軍する。途中、

程咬金の軍に合流し、ともに救援に赴く。

棋盤山は『説唐三伝』第十八・十九回にも見え、竇一虎・竇

仙童兄妹が山賊として立てこもっており、負けて捕らわれた薛

丁山が竇仙童を一人目の妻とする。

『異説征西』では、続く第七回で薛丁山が蘇保同に勝利して

太宗・薛仁貴に見えるが、『混唐後伝』を踏襲しており樊梨花

は登場しない。その後に、遅れて程咬金が入城する一段が挿入

され、救援の経緯を説明する中で棋盤山と樊梨花のくだりに言

及している。

蘇金定との戦いは、薛丁山が陳家に逃げ込んだ後、陳金定が

屋敷を訪った異人より購入した薬を用いることで半月後に平癒

し、その後で陳金定と祝言を挙げ、蘇金定を討ち取っており、

いささか展開が異なる。

第八回

薛丁山と陳金定は蘇金定を破り帰還する。樊梨花と陳金

定は姉妹のちぎりを交わす。蘇保童は青雲老祖の下山を

請い、烈焔陣を布いて唐軍に挑戦する。唐軍の諸将はこ

の陣が分からず、秦懐玉が敵の命令書を偽造して陣中を

偵察する。薛仁貴の命を受けた樊梨花が敵陣に突入し、

大いに破る。

以上に続いて第九回にかけて、薛金蓮が敵に捕らわれた薛丁
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山・陳金定を救い出し、青雲老祖と蘇保童を破る。『混唐後伝』

と基本的に同じであり、樊梨花は登場しない。

第十回

第十回は、まず太宗が征西から凱旋し、次いで武媚娘が太宗

の後宮に入り、晋王と誼を通じる、図讖に応じているとして死

罪に問われるが剃髪して尼になることで赦される、といった内

容を描く。その後に再び征西の始末に話が戻る。

太宗は凱旋した後、薛仁貴に褒美を取らせる。薛仁貴父

子は朝見して恩に感謝し、薛丁山と樊梨花・陳金定との

婚姻を願い出る。太宗は程咬金に媒酌を命じ、薛丁山は

二人と祝言を挙げる。

これは、第六回で薛丁山が敵を破った後に樊梨花と祝言を挙

げることを約していることに呼応しているが、陳金定とは第七

回で既に祝言を挙げているので、いささか矛盾を来している。

三休樊梨花への言及

第十回で媒酌を命じられた程咬金は、以下のように奏上する。

……梨花は師匠から、他日、中華朝廷の将軍・薛仁貴の

子・丁山と汝に宿縁がある、我が言葉をしかと覚えてお

くように、と言いつけられていたがため、帰順いたしま

した。あにはからんや、丁山は彼女の父兄の死に疑念を

覚えました。また、青竜関では烈焔陣にあい、彼女は請

われてこの陣を破り、朝廷に力を尽くしました。またも

朱雀関で関水陣にあい、またも彼女は請われて破り、兵

法は無双であります。樊氏が小将・王翠山を義子とした

がため、丁山は彼女ら母子に私情があるものと疑い、二

度も三度も樊氏に暇を出したので、樊氏が深く怨みに思

うのは致し方ないところ。臣の考えでは、今、薛丁山に



[13] ……只因梨花之師父，曾有言

分付他日後有中朝駕下將軍薛

仁貴之子丁山，與汝有宿緣之

分，汝可切記吾言，故此歸復

投誠。誰想丁山見他父兄死得

不明白，又在青龍關上遭逢烈

焰陣，請他破了此陣，代朝廷

出力；又在朱雀關逢著關水

陣，又去請他來破，兵法無

雙。只因樊氏繼承了王翠山小

將為義子，那丁山疑他母子有

私情，故此三翻兩次把樊氏休

棄，難怪樊氏怨恨深深。依臣

之計，不若如今著薛丁山前去

請那樊氏來到，願吾王厚加封

贈。（第五葉）
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樊氏を迎えに行かせるのが宜しいでしょう。願わくば我

が王には厚く封増を賜りますよう。[13]

そこで太宗は、樊梨花を威寧侯大将軍に封じることを決め、

程咬金が勅使として樊府を訪い都に呼び寄せ、官職に封じると

ともに、樊梨花・陳金定を薛府に送り、祝言を挙げさせる。

さて、一見してわかるように、上に引いた程咬金の上奏の内

容と、これまでに描かれてきた内容との間には、乖離が見える。

結婚については、第六回で、薛丁山は樊梨花と婚約しただけな

ので、一応、伏線が貼られているが、薛丁山と樊梨花の確執は

描かれていない。樊梨花は第六回で棋盤山の山賊として登場し、

山寨を放棄して薛丁山に従っており、家族の存在に言及してい

ないが、ここでは唐突に母とともに樊府に居住しているとして

いる。また陳金定は、第十回に名前こそ出てくるものの、祝言

の場面に登場していない。

地名についても、朱雀関は作中に出てこないし、青竜関とい

う地名も第八回の烈焔陣攻略の場面に見えない。

これらは、『異説征西』の編纂の杜撰、あるいは倉卒を窺わ

せるものである一方、樊梨花故事の形成を考える上で重要な手

がかりを提供している。まず、三休樊梨花故事の成立が乾隆十

年代にまで遡ることがわかる。そして『異説征西』は『混唐後

伝』をベースに、新たに形成された三休樊梨花故事を取り込ん

だものであると考えられるので、鎖陽城と節天関の内容的重複

は、前者が三休樊梨花故事によって補われたために生じたと解

されるし、三休樊梨花故事は『混唐後伝』の征西故事が発展し

たものではなく、それとは別個に形成されたことを窺わせる。

『異説征西』の樊梨花に関する文が中途半端である原因とし

ては、以下の二つの可能性が考えられる。一つは、先行して成

立していた樊梨花を山賊とする物語に基づいて増補した後に、

新たに成立した三休樊梨花故事が伝わったため、程咬金の上奏
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文を増補して言及した可能性である。もう一つは、『混唐後伝』

を大幅に書き換えて三休樊梨花故事を全面的に取り込むだけの

コストをかけられなかったため、穆桂英・劉金定タイプの女山

賊として樊梨花を登場させ、程咬金の上奏文でのみ三休に触れ

ることでお茶を濁した、という可能性である。同時期の資料が

乏しい現状では、どちらか一方に絞り込むことが難しい。

『説唐三伝』の薛家将征西故事

『説唐三伝』の概要

三休樊梨花故事の小説として最も内容が整い、広く普及して

いるのが『説唐三伝』である。本稿で用いる『古本小説集成』

所収の経文堂本は、封面に「如蓮居士」とあり、序の署名も

「如蓮居士題於似山居中」である。如蓮居士は『説唐全伝』・

『説唐後伝』の作者でもあり、本書が説唐シリーズとして作ら

れていることがわかる。封面・序などに年記がなく、刊行年は

わからない。大塚秀高 1987に掲載する『説唐三伝』の版本で

は、乾隆四十二（1777）年演劇軒刊本が最も古い。

底本の封面題は『説唐三伝』、目録題は『新刻異説後唐伝三

集薛丁山征西樊梨花全伝』、各巻の巻首題は『異説後唐伝三集

薛丁山征西樊梨花全伝』に作る。内容は、李道宗による薛仁

貴陥害と尉遅敬徳の死から、薛家将征西、薛剛反唐までをカ

ヴァーするが、タイトルでは征西故事の小説であることが強調

されている。

底本の回目は、目録と本文各回とでしばしば出入りがあり、

二句の文字数が異なるなど対句になっていないものも多く、か

つ音通や誤字が散見される。そのため表 3の『説唐三伝』征西

部分の回目一覧は、『中国通俗小説総目提要』所載のものを引

用した。

以下にあらすじをまとめておく。

第六回～第十六回
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第六回
徐茂公回朝救仁貴
蘇寶同遣使下番書

第七回
唐天子御駕征西
薛仁貴重新拜帥

第八回
一路上旗開得勝
秦懷玉槍挑連度

第九回
界牌關駙馬立功
金霞關尉遲逞能

第十回
空城計君臣受困
寶同一圍鎖陽城

第十一回
蘇寶同大戰唐將
秦懷玉還鐧身亡

第十二回
尉遲弟兄遇飛刀
蘇寶同大戰仁貴

第十三回
蘇寶同九口飛刀
薛仁貴受害沙場

第十四回
薛仁貴魂游地府
孽鏡臺照出真形

第十五回
薛仁貴死去還魂
寶同二困鎖陽城

第十六回
徐茂公激將求救
程咬金騙出番營

第十七回
贈寶薛丁山下山
柳夫人母子重逢

第十八回
薛丁山領兵救父
竇仙童擒捉丁山

第十九回
薛丁山山寨成親
竇一虎歸唐平西

第二十回
勇羅通盤腸大戰
鎖陽城天子驚慌

第二十一回
薛丁山大破番營
蘇寶同化虹逃走

第二十二回
唐天子君臣朝賀
薛仁貴父子重逄

第二十三回
唐天子駕回長安
寶同三困鎖陽城

第二十四回
飛皺連傷唐大將
竇一虎揭榜求婚

第二十五回
竇一虎袚中受苦
秦漢奉命救師兄

第二十六回
監中放出小英雄
丁山大破鐵板道

第二十七回
蘇皇后火鵲燒八將
薛仁貴子媳團圓

第二十八回
寒江關樊洪水戰
樊梨花仙丹救兄

第二十九回
神鞭打走陳金定
梨花仙法捉丁山

第三十回
樊梨花移山倒海
三擒三放薛丁山

第三十一回
樊梨花無心弒父
小妹子有意誅兄

第三十二回
仁貴兵打青龍關
烈焰陣火陷丁山

第三十三回
樊梨花登壇點將
謝應登破烈焰陣

第三十四回
穿云箭射傷靈塔
薛丁山休棄梨花

第三十五回
薛丁山身陷洪水陣
程咬金三請樊梨花

第三十六回
薛金蓮勸兄認嫂
鬧花燭丁山大怒

第三十七回
樊梨花怨命修行
玄武關刁爺出戰

第三十八回
刁月娥鈴拿唐將
師弟兄偷入香房

第三十九回
仙翁開看姻緣簿
迷魂沙亂刁月娥

第四十回
刁月娥失身秦漢
竇一虎變俏完姻

第四十一回
白虎關楊凡妖法
薛仁貴中箭歸天

第四十二回
唐太宗世民歸天
高宗帝御駕征西

第四十三回
樊梨花詣封極品
薛丁山拜上寒江

第四十四回
難丁山梨花佯死
薛丁山拜活梨花

第四十五回
樊梨花登臺拜帥
薛丁山奉旨完姻

第四十六回
梨花大破白虎關
應龍飛馬斬楊凡

第四十七回
梨花破關除二怪
秦漢借旗收雙將

第四十八回
鳳凰山番將擋路
薛應龍神女成親

第四十九回
月娥搖動攝魂鈴
梨花靈符破寶傘

第五十回
捆仙繩陣前收伏
救龜蛇二將騰空

第五十一回
蘇寶同布金光陣
樊元帥連夜搶關

第五十二回
薛應龍劫陣喪命
二劉將公主招親

第五十三回
梨花大破金光陣
產麒麟沖破飛刀

第五十四回
丁山神箭射妖龍
應龍蘆花為水神

第五十五回
一虎盜劍囚鐵籠
梨花放金丸夫人

第五十六回
連籠火燒竇一虎
野熊攝去二多嬌

第五十七回
二郎神大戰野熊
聖母收服二牛精

第五十八回
芙蓉設計殺朱崖
梨花兵打銅馬關

第五十九回
盜金鶯秦竇逞能
攝魂鈴擒花伯賴

第六十回
哈迷王坐朝議敵
梨花觀看五龍陣

第六十一回
梨花一打五龍陣
一虎求借芭蕉扇

第六十二回
善才途中戰秦漢
五公主陣上收寶

第六十三回
元帥營中產薛強
善才大破五龍陣

第六十四回
歡娘刺死花叔賴
梨花兵打玉龍關

第六十五回
梨花仙法捉寶同
神光扇軟竇仙童

第六十六回
仙翁觸動截教主
妖仙大戰樊梨花

第六十七回
擺列諸仙群會陣
二教鬪法有高低

第六十八回
老祖大破諸仙陣
教主群妖俱巳逃

第六十九回
番王納款朝金闕
聖主班師得勝回

第七十回
丁山奉旨葬仁貴
應舉投親遇不良

表 3　『説唐三伝』征西部分回目一覧
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哈迷国の蘇宝同の挑戦を受け、太宗は薛仁貴を征西大元

帥に任じて親征する。界牌関・金霞関・接天関を落とす

が、鎖陽城で空城計に陥る。蘇宝同は秦懐玉・尉遅兄弟

を討ち取り薛仁貴を負傷させる。程咬金は長安に救援を

求める。

～第二十三回

王敖老祖は薛丁山を下山させる。薛丁山は救援軍の将軍

募集に応じ、二路元帥となり出征する。棋盤山の竇仙童

は薛丁山を捕らえて結婚し、竇一虎とともに帰順する。

界牌関で羅通が陣没する。薛丁山が蘇宝同を退け、鎖陽

関の包囲を解く。太宗は征西を薛仁貴に委ねて長安に戻

る。

～第二十七回

蘇宝同はまたしても鎖陽城を包囲するが、王禅の弟子の

秦漢が下山し敵を退ける。蘇宝同の姉の皇后・蘇錦蓮が

来援し、薛丁山を助太刀した陳金定がその次妻となる。

～第三十四回

唐軍は樊江関を攻める。樊梨花は薛丁山に結婚を承諾さ

せるが、降伏にあたり守将の父と兄を、事故・故意で死

なせたことがわかり、薛丁山は結婚を拒む。青竜関で烈

焔陣に陥った薛丁山は樊梨花に救出されるが、結婚を拒

む。朱雀関で洪水陣に陥った薛丁山を樊梨花は救援する。

薛丁山は樊梨花とその義子・薛応竜との仲を疑い結婚を

拒む。

～第四十回

玄武関で、秦漢は敵の女将・刁月娥を手篭めにして結婚

し、竇一虎は薛金蓮と結ばれる。

～四十六回

白虎関に攻めた薛仁貴は、白虎山で陣没する。朝廷では

太宗と徐茂公・魏徴が相次いで没する。高宗は征西軍支
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援のために親征する。薛丁山は勅命で樊梨花に謝罪する。

樊梨花は白虎関の守将で許嫁であった楊凡を斬る。

～第五十回

唐軍は、諸仙の援護を受けつつ、麒麟山・沙江関・風凰

山を落とす。

～第五十四回

蘆花関で蘇宝同は金光陣を布く。樊梨花が陣中で子を産

んだことで陣は敗れる。薛応竜は戦死し、蘆花河の水神

となる。

～六十四回

二郎神・紅孩児らの救援を受けつつ、金牛関・銅馬関を

落とす。

～七十回

蘇宝同は金璧風・李道符らの助力のもと、玉竜関に諸仙

群会陣を布く。唐軍も諸仙人の援助を受け、また巻き込

まれた孫悟空の加勢を受けて敵陣を破り、蘇宝同らを斬

り、哈迷王は降伏する。

『説唐三伝』の特色

『説唐三伝』では『混唐後伝』・『異説征西』に比して、征西

故事物語が拡大している。すなわち、従来は太宗が親征し、敵

の空城計に陥り、敵の包囲・挑戦を退けることで決着が付いて

いたが、『説唐三伝』では鎖陽城で敵軍を退けて太宗が帰国し

た後に、三休樊梨花、薛仁貴の死、そして敵城の攻略が繰り広

げられる。

とりわけ樊梨花が主役となる樊江関以降は、敵城を攻略し

緒戦で敵将を破るが、その師匠筋の截教の仙人や妖怪が来援

し、唐側は闡教の仙人の援助を得て撃破する、というパターン

が、趣向を変えつつ繰り替えされる。しかも戦いの多くは法術

比べであり『封神演義』の影響が色濃いが、後半部分は敵の妖

怪をその本来の主人が引き取るという『西遊記』的な展開も目



[14] 我是文殊菩薩佛弟子青獅童子。

私自下凡，去難唐三藏取經之

路，誤投朱崖。（第四葉）
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立つ。紅孩児・二郎神なども登場するし、例えば麒麟山の八卦

道人・長寿大仙は亀・蛇の精で、北極真君座下の張大帝に引き

取られる（第五十回）。第五十四回で金牛関の副将・青獅は捕ら

われた後、以下のように言う。

私は文殊菩薩の仏弟子の青獅子童子です。勝手に下界に

下り、三蔵法師のお経取りの邪魔をし、誤って朱崖配下

に身を投じました。[14]

『西遊記』で青獅は、仏祖の命により烏鶏国王に化けていた

のを、第三十九回で文殊菩薩によって収められ、また、獅駝嶺

の三大王の一人となっていたのを、第七十七回でやはり文殊菩

薩によって収められる。

第六十八回では、諸仙群会陣が破れたところ、黄眉童子が布

袋に唐側の諸仙を取り込む。それに三蔵一行が巻き込まれたた

め、孫悟空が弥勒仏を請来して童子と如意乾坤袋を回収するこ

とになる。これも『西遊記』第六十六回で弥勒仏に収められる

黄眉大王を下敷きにしている。

孫悟空そのものは、京腔系の三休樊梨花故事にも闘戦勝仏・

孫悟空が登場していたと思われるので（千田大介 2021）、『説唐三

伝』の独創ではないのだが、『西遊記』の西天取経が太宗朝の

ことであるのに、『説唐三伝』第六十八回の時点で太宗は既に

没しているため、矛盾を来している。おそらく、京腔系の闘戦

勝仏・孫悟空を敷衍して三蔵一行へと改編したが、細部の整合

までは考慮しなかったのであろう。後半部に『西遊記』的な展

開が目立つのも、あるいは孫悟空の登場に触発されたものかも

しれない。

主要な登場人物については、先行小説を概ね継承しているが、

細かな相違も多い。

敵役である蘇保童であるが、前述のように先行作では高句麗
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の蓋蘇文の血縁とされる一方、姓が異なるという矛盾を抱えて

いた。『説唐三伝』では蘇宝同に作り、蘇定方の孫、蘇鳳の子

とすることでこの問題を解決しているが、蘇宝同による薛仁貴

への復讐というプロットの明快さが損なわれていることは否め

ない。

歴史上の蘇定方は優秀な将軍で、白村江の戦いでも大いに

武勳を挙げており、決して奸臣ではない。『説唐全伝』では隋

末の群雄・劉黒闥配下の将として、李世民の部将・羅成を討ち

取っている。おそらく当初は、羅成ほどの武勇の者を討ち取る

にたる将軍として蘇定方に白羽の矢が立ったのであろうが、人

気のキャラクターを殺害したことで悪役に貶められてしまう。

『説唐後伝』前半の羅通掃北部分では、太宗による北方征討と

同時に羅成の遺児・羅通による蘇定方への復讐が描かれ、しか

も復讐を正当化するために蘇定方は奸臣として描かれる。この

ように羅家と蘇家の間の復讐の連鎖が、『説唐三伝』も含めて、

説唐シリーズ全体を貫くプロットの一つとして使われている。

蘇宝同の属する国は、哈迷国とも西涼国ともされる。蘇宝同

の姉の蘇金（錦）蓮は、先行小説の蘇金定に相当するが、西涼

国皇后であるとされる。

さて、『説唐三伝』の先行小説との大きな違いは、三休樊梨

花故事の全体を含むことにある。樊梨花は、樊江関の守将であ

る父が敗れたために出陣し、戦場で薛丁山と出会って師より聞

かされた運命の人であると知り、法術で何度も彼を捕らえて結

婚を了承させる。しかし、それを聞かされ激怒した父が躓いて

彼女の持つ剣に当たって死に、激高して斬りかかってきた二人

の兄を返り討ちにしてしまう。そのまま祝言を挙げるが、そこ

で父と兄を殺した事を知った薛丁山が結婚を拒否する。その後

も薛丁山は、敵の魔術的な陣に斬り込み、身動き取れなくなっ

たところを二度にわたり樊梨花に救われるが、その都度、結婚

を拒否する。しかし、薛丁山は白虎山で誤って薛仁貴の原神で



[15] 底本では楊凡と楊藩が混在し
ているが、本稿では楊凡に統
一する。

[16] 徒弟，我一向不存對你說，你

夫妻二人元有個緣故。當年蟠

桃會上，有諸天、諸宿、群仙

來赴會。玉帝駕前有金同
ママ

，因

與玉女戲耍，打碎瓊瑤．所以

玉帝大怒，欲將金同
ママ

、玉女問

罪。有南極老人出班啟奏說： 

「他二人戲耍，有思凡之心。

望吾皇赦罪，罰他二人下凡，

結為夫婦，了此夙緣。」玉帝

准奏，立刻降下凡呈
ママ

。玉女走

出靈霄寶殿，撞見披頭五鬼星，

見他生得醜相，格勒一笑。五

鬼星只道玉女有意于他，妄想

癡心，也逃走下凡，目下就是

白虎關總兵楊藩，央媒錯對了

你。那金同
ママ

看見玉女逢人便笑，

那時大怒，開言便罵賤人輕賤。

玉女回頭一看，便對著金同
ママ

一

連三笑，一全下凡。金同
ママ

乃薛

丁山，玉女就是你。故此有幾

番休棄，少不得日後自然夫妻

自然完聚， 不必憂心。（第十九

葉）
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ある白虎を射て父を死に追いやった罪を問われて、樊梨花に謝

罪を重ねて、ようやく二人は結ばれる。

二人の因縁は、第三十二回で以下のように説明される。

弟子よ、今まで話していなかったが、お前たち夫婦には

因縁がある。かつて蟠桃会に、諸天・諸宿・群仙が集

まったが、玉帝御前の金童が玉女とふざけて、瓊瑤を

割ってしまったため、玉帝はたいそうお怒りになり、金

童・玉女を罪に問われた。南極老人が進み出て奏上する

には「二人がふざけたのは、下界への憧れを懐いたゆえ。

どうか二人の罪を赦して、罰として下界に下って夫婦と

ならせ、この因縁を終わらせてくださいませ。」玉帝は

それを認めて、直ちに下界に下らせた。玉女は霊霄宝殿

を出るところ、披頭五鬼星と出くわしたが、その醜さに、

クスッと笑った。五鬼星は玉女が自分に気があるものと

思い込んで、恋心を懐き、やはり下界に逃げ出した。そ

れが白虎関総兵の楊凡 [15]で、仲人を頼んでお前と許嫁

になってしまったのだ。金童は玉女が誰にでも笑いかけ

るのを見て大いに怒り、軽薄なアバズレめと罵った。玉

女は振り返って金童に三度笑いかけ、一緒に下界に下っ

た。金童こそが薛丁山、玉女がお前だ。このため、何度

か捨てられるだろうが、いずれ収まるところに収まるの

で、心配することはない。[16]

樊梨花が楊凡と許嫁であることは第二十九回で言及され、第

四十五回には以下のように見える。

おまえ、白虎関の守将・楊凡には注意しなさい。彼の父

の楊虎がお前の父と仲が良かったので、小さい頃に許嫁

としました。媒酌人を介して結婚を求めてきたことも



[17] 兒啊，要記著白虎關守將楊凡，

他父楊虎與你父親相好，將你

從幼許配于他，曾央媒求娶，

為娘的聞他貌醜，不肯應承。
（第一葉）
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ありましたが、醜いと聞いたので、承知しませんでし 

た。[17]

そして、第四十六回で楊凡は樊梨花と対決し、薛応竜に斬ら

れるが、その魂は樊梨花の胎内に宿って薛剛となり、後の反唐

故事で大罪を犯して薛丁山一族が皆殺しとなり、仇に報いるこ

となる。

説唐シリーズは、複数世代に受け継がれる、あるいは転生に

よる復讐がしばしばプロットとして使われる。前述の蘇定方・

蘇宝同もそうであるし、『説唐全伝』第四十六回には、紫微星

が李世民として下界に下る際、二十八宿がかつて雲台二十八

将として紫微星・光武帝を補佐したときに、酒に酔って讒言を

信じて彼らを皆殺しにしたことを怨んで補佐を拒んだばかりか、

下界に下って各地の反乱軍の王となって李世民を苦しめたと見

える。『三国志平話』冒頭の司馬仲相による冥界裁判もそうで

あるが、この種の因果応報譚は、物語の強引な展開にもある種

の説得力を持たせることができ、また一種のトリビアを提供す

ることから、通俗的な作品で好まれる傾向にある。

以上のあらすじからも、『説唐三伝』と『異説征西』の間の

共通点が見出せよう。しかし『説唐三伝』は単純に『異説征

西』を改編して作られたわけではなく、両者の関係はいささか

込み入っている。

『異説反唐』の概要

如蓮居士の隋唐故事小説に、『異説反唐』がある。本稿で用

いる『古本小説集成』所収の瑞文堂蔵板は、如蓮居士の序を載

せており、封面題は『異説反唐演伝』に作り、封面題上に「武

則天改唐演義」、右に「評点薛剛三祭鉄坵坟全集」とある。ま

た、目録題は『新刻異説武則天反唐全伝』、各巻の巻首題は

『新刻異説反唐全伝』に作る。瑞文堂本は百四十回だが、より

遅い時期の版本の多くは、若干ダイジェストされて百回になっ



[18] 大兵起身，過了玄武、朱雀、

興唐府、寒江、青龍關，到了

鎖陽城。（第四葉）

[19] 以薛丁山為上柱國、西京留守、

兩遼王，子孫世襲；妻樊梨花

為鎮國一品夫人；高瓊英、高

蘭英為定國夫人、安國夫人；

程掌珠為護國夫人；申媚花為

寧國夫人。（第二葉）
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ている。

底本に年記はないが、孫楷第 1982によると、三和堂本の序

は「時乾隆癸酉（十八年）仲冬之月如蓮居士録于似山居中」に

作っており、筆者が蔵する桂芳斎本も同様である。大塚秀高

1987によると、首都図書館に乾隆二十一（1756）年刊本が所蔵

されるので、乾隆二十年前後の成立と見て良かろう。

『異説反唐』の薛家将征西故事

『異説反唐』は、薛丁山と樊梨花の子・薛剛が、武則天に反

旗を翻し唐王朝を恢復する過程を描くが、まず征西に勝利し唐

に凱旋する場面から始まる。そこに現れる人物や地名は、『異

説征西』のみならず『説唐三伝』ともいささか異なっている。

まず、征西の敵国の名称は、親唐国となっている。征西経路

の諸城については、以下のように見える。

大軍は出立し、玄武・朱雀・興唐府・寒江・青龍関を経

て、鎖陽城に到着した。[18]

これらのうち興唐府以外は『説唐三伝』にも見えるが、鎖陽

関以降の関城は『説唐三伝』に比して遥かに少ない。

唐側の武将についても、相違が見られる。まず、薛丁山の妻

であるが、『説唐三伝』では竇仙童・陳金定・樊梨花の三人だ

が、『異説反唐』では五人いる。第五回で高宗は凱旋した薛丁

山らを官職に封ずる。

薛丁山を上柱国・西京留守・両遼王とし、子孫世襲とす

る。妻樊梨花を鎮国一品夫人、高瓊英・高蘭英を定国夫

人・安國夫人、程掌珠を護国夫人、申媚花を寧国夫人と

する。[19]

ただし、妻の人数と名前には揺れがある。第八回では薛丁山



[20] 兩遼王薛丁山生有四子。一名

薛猛，乃高蘭英所生；一名薛

勇，乃高瓊英所生；一名薛剛，

乃樊梨花所生；一名薛強，乃

程金定所生。（第三十八葉）

[21] 我父乃征西大元帥襲職兩遼王，

名薛丁山。有樊、豆、程三位

母親，共生我兄弟四人。（第

三十八葉）
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の子と母が列挙される。

両遼王薛丁山には四人の子があった。一人は薛猛で、母

は高蘭英。一人は薛勇で、母は高瓊英。一人は薛剛で、

母は樊梨花。一人は薛強で、母は程金定。[20]

程掌珠と程金定はおそらく同一人物を指すが、表記が一定し

ていない。程掌珠は程姓であるので、あるいは程咬金の孫娘か

とも思われるが、程金定ならば陳金定が訛ったものである可能

性もあるし、故意に陳を程に書き換えた可能性もある。

一方、第十九回で薛強は、公主・孟九環の繍球を受け取って

大宛国の駙馬となるが、その自己紹介に以下のように見える。

わが父は征西大元帥、襲職両遼王の薛丁山。樊・豆・程、

三人の母がおり、我ら兄弟四人を生みました。[21]

薛丁山の妻の人数が三人に減っており、豆氏が出てきている。

豆が竇の音通であるとすれば『説唐三伝』の三人が訛ったもの

とも取れるが、前引の第八回の例からすると、高の誤記である

蓋然性が高い。

このほか、第十五回の薛氏一門が収監される場面では、樊梨

花・高瓊英・高蘭英・申媚花の四人が列挙され、第二十二回で

薛氏が皆殺しになる場面には、樊梨花・高瓊英・高蘭英だけし

か見えない。

以上の全てに共通して挙がるのは樊梨花だけであり、その他

の妻については、名前も存在も安定していないことがわかる。

『異説反唐』の樊梨花

樊梨花の設定は、『説唐三伝』とほぼ共通する。第二十二回

で、薛丁山の一族は皆殺しになるが、樊梨花は師の梨
ママ

山老母に

救われる。



[22] 老祖回顧樊梨花叫聲：「道兄，

此位敢就是天魔女麼？」老母

道：「正是小徒。」老祖點頭，

叫聲：「天魔女，只因你蟠桃

會上，對金童一笑思凡，金母

把你貶下紅塵受苦，三次羞罵，

白虎關斬了九醜星楊凡，怨仇

相報，托生汝腹，殺你薛門

三百八十餘口，刀刀見血，雞

犬不留，宿世冤仇，相報不差

豪末。你今災難未滿，未該回

上瑤池，待災退難滿之日，脫

了凡胎，纔上瑤池。……」（第

三葉）

[23] 我已死二十九年，蒙九天玄女

娘娘復救重生，則此身已為化

外之身。今當拜別元帥夫人，

往鸞鳳山修真學道。（第二葉）
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（太乙山竇青）老祖は樊梨花を振り返って言った。「道兄、

こちらが天魔女ですかな？」老母「不肖の弟子です。」

老祖は頷きながら言った。「天魔女、おまえが蟠桃会で

金童と微笑みを交わして下界を思ったがために、金母は

お前を下界に落として苦しみを受けさせた。みたび辱め

を受け、白虎関で九醜星楊凡を斬ったが、恨みに報い

るため、おまえの腹に転生し、薛家三百八十余人が、い

ずれも血を流し、鶏や犬すらも残さず、前世の恨みに寸

分も違わず報いたのだ。おまえの災厄はまだ満ちておら

ず、まだ瑤池に戻ることはできない。災難が終わった日

には、凡胎を脱して、ようやく瑤池に上ることができよ

う。……」[22]

以上の因縁譚は前に引いた『説唐三伝』とほぼ同じであるが、

樊梨花が玉女ではなく天魔女になっており、楊凡・薛剛も五鬼

星ではなく九醜星になっている。

『説唐後伝』との呼応

『異説反唐』第一回に唐の武将として唐万仞が登場する。

私は死んでから既に二十九年、九天玄女娘娘にお救い頂

き生き返りましたので、この身は既に化外の身でありま

す。元帥夫人にお別れして、鸞鳳山で修行いたしたく存

じます。[23]

唐万仞の名は史書に見えない。褚人獲『隋唐演義』では第四

十五回で、隋将・張須陀に殉じて自刎している。『説唐後伝』

では唐万人に作る。第三十回では、太宗が高麗に上陸し鳳凰城

に入ったところに高麗の主将・蓋蘇文が攻め寄せ、迎え撃った

唐開国の老将たちは、唐万人を含めて、蓋蘇文の飛刀によって



[24] 徐茂公分付把這數家總兵屍

首葬在山後，單將唐萬人葬

在山前。天子問道：「為何把

唐萬人屍骸葬在山前？」徐

茂公說：「陛下後來自有用處，

所以葬在山前這屍首。」（第

四十一葉）

[25] 還有《薛丁山征西傳》，唐書

再講。（第三十三葉）
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皆殺しにされる。ここで唐万人は「挿血兄弟」と呼ばれる中に

入っているので、秦叔宝らと義兄弟の契りを結んでいたことに

なるが、『説唐全伝』第二十四回の賈柳店結義の場面にその名

は見えない。

さて、『説唐後伝』第三十一回で太宗は彼らを葬らせる。

徐茂公は総兵たちの遺骸を山の裏手に葬らせたが、ただ

唐万人だけは山の前に葬らせた。天子は訊ねた。「なぜ

唐万人の遺骸を山の前に葬ったのか。」徐茂公は言った。

「陛下、後日、役に立ちますので、この遺骸を山の前に

葬ったのです。」[24]

『説唐後伝』のこの記述は、確かに『異説反唐』の唐万仞の

言葉と呼応しているが、しかし『説唐三伝』の征西部分に彼は

登場しない。

『説唐後伝』の末尾、第五十五回には以下のように見える。

この続きは『薛丁山征西伝』にて、あらためて唐の歴史

をお話しいたしましょう。[25]

従来、この『薛丁山征西伝』は『説唐三伝』を指すと考えら

れてきたが、しかし『異説反唐』に見える征西故事が『説唐三

伝』とかなり異なること、また唐万仞の記述の呼応などを考え

ると、これは『説唐三伝』と異なる別の小説を指していると考

えるべきである。

清代乾隆年間頃の通俗小説であれば、坊刻の翻刻本が大量に

刊行されて伝存しているはずなので、如蓮居士は何らかの理由

で『薛丁山征西伝』をお蔵入りとし、改めて『説唐三伝』を

作ったことになる。また、大塚秀高 1987に載せる『説唐後伝』

の最も古いテキストは乾隆三十三（1768）年刊であるが、その



[26] 『異説反唐』では竇烈虎に作
る箇所も見られる。
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成立は乾隆十年代にまで遡る可能性が高い。

『説唐三伝』と『異説征西』・京腔系三休樊梨花故事

それでは、如蓮居士はなぜ『薛丁山征西伝』を発表しなかっ

たのだろうか。それは『異説反唐』と『説唐三伝』の征西故事

を比較することで見えてこよう。

『異説反唐』第一回で、竇必虎 [26]・薛金蓮夫婦は鎖陽関の

守将となり、秦漢・刁月娥夫婦は修行のため雲夢山に旅立って

いく。竇一（必）虎・秦漢の矮将コンビは『説唐三伝』でも活

躍しているが、竇一虎の妹で薛丁山の第一夫人となる竇仙童が

『異説反唐』には登場していない。また、先にも触れたように、

棋盤山の山賊は『異説征西』で樊梨花とされていたのが、『説

唐三伝』で竇一虎・竇仙童に入れ替わっている。薛丁山の第二

夫人・陳金定も『異説反唐』に見えないが、『混唐後伝』・『異

説征西』には登場する。

このように薛丁山の妻について、『説唐三伝』は『異説反唐』

が前提とした『薛丁山征西伝』を、『異説征西』寄りに改編し

ていることがわかる。竇仙童は、三休を描く上で樊梨花を樊江

関で登場させる必要があったため、棋盤山の女山賊として『説

唐三伝』で新たに作られたのだろう。

『説唐三伝』への『異説征西』の影響は、薛家将征西故事の

中核ともいうべき三休樊梨花故事にも見出せる。

『説唐三伝』で薛丁山が結婚を拒む理由は、一休と二休は父

兄を殺害したこと、三休は薛応竜との仲を疑ったことであり、

許嫁の存在には言及されない。これは前に引いた『異説征西』

第十回の程咬金の上奏文で挙げる三休の原因、「丁山は彼女の

父兄の死に疑念を覚え」たことと、「樊氏が小将・王翠山を義

子としたがため、丁山は彼女ら母子に私情があるものと疑」っ

たことと同じである。

薛応竜は玉翠山の山賊であったが、『説唐三伝』第三十五回

で樊梨花の義子となる。『異説反唐』にはその名が見えず、第



[27] 當初在西涼句虎關，執意要我

斬楊凡，今日抄家滅門，由此

而起。（第二十二葉）
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一回に挙げられる地名に彼が戦死して神となる蘆花関が見えな

いことから、『薛丁山征西伝』には登場していなかったと思わ

れる。さきに引いた『異説征西』第十回の程咬金の上奏文には

「小将・王翠山を義子とした」と見える。原文「王翠山小将」

の「王」字は、底本では「玉」の点が欠けた痕跡が認められな

いので、人名であると解される。丁山を意識した命名なのであ

ろう。従って『説唐三伝』は、『異説征西』の王翠山を玉翠山

という地名に変え、新たに薛応竜の名を与えて取り込んだこと

になる。

『異説反唐』第十五回、薛剛が七太子を蹴り殺し、驚いた高

宗が崩御したために、薛氏一門が捕らわれる場面で、樊梨花は

薛丁山に以下のように語る。

かつて西涼の句虎関で、あくまでも私に楊凡を斬らせま

したが、今日、一族皆殺しになるのは、それが原因なの

です。[27]

句虎関は白虎関の誤りであろう。

『異説反唐』は三休について具体的に言及してはいないが、

薛丁山と樊梨花の間に楊凡をめぐって行き違いがあったことが

推測される。

ここで想起されるのが、内府本『西唐伝』伝奇である。民間

の征西故事伝奇を吸収したと思われる『西唐伝』は、皇宮とい

う上演環境に規定されたのか三休樊梨花を扱わないが、薛丁山

は樊梨花と出会った後に許嫁の楊凡の存在を知り、九段第八齣

「逼斬楊凡」で貞節を証明するためにこれを斬らせている。ま

た、樊梨花の二人の兄は薛丁山に討ち取られ、父は樊梨花の意

向を知って自害している。

京腔の影響を強く受けている北京皮影戯影巻『前鎖陽』・『鎖

陽関』でも、樊梨花の父と兄の死は『西唐伝』同様に描かれて



[28] 千田大介 2019 p.141-145参照。

[29] 千田大介 2019 pp.131-134参照。

[30] 千田大介 2021 pp.42-16参照。
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おり、薛丁山は一貫して許嫁・楊凡の存在を理由に結婚を拒ん

でいる。影巻『前鎖陽』は一休までで途切れているが、影巻

『鎖陽関』では樊梨花が寒
ママ

江関に攻め寄せた楊凡を斬っており、

薛丁山の強制はない [28]。

これに対して『説唐三伝』第四十六回では、樊梨花が躊躇う

ところ、薛応竜が楊凡を斬り捨てているが、この時点で樊梨花

は既に結婚しておりかつ元帥であるので、元の許嫁との対戦は

二人の関係に影響していない。これは、許嫁という設定を生か

し切れていないとも言える。

内府本『西唐伝』は嘉慶初年の成立であると思われるが、製

作にあたって参照した京腔系の樊梨花故事伝奇は、『説唐三伝』

の影響を受けていなかったと思われる [29]。このことは、内府

で嘉慶年間に物語内容を『説唐三伝』に寄せた『征西異伝』が

新たに作られていることからも明らかである。

従って『異説反唐』の記述と『西唐伝』伝奇との類似は、如

蓮居士が『薛丁山征西伝』の時点で、樊梨花が父兄殺害に関わ

らず、義子も登場せず、専ら許嫁の存在だけが問題となる京腔

系の三休樊梨花故事を参照していたためであると考えられる。

『説唐三伝』と京腔と近しい京劇『鎖陽城』・影巻『鎖陽関』に

は、孫悟空の登場、金碧峰（璧風）・李道符などの敵側の人物と

いった共通点も見られるが [30]、これらも如蓮居士が京腔系故

事を参照していた痕跡であると理解される。

『異説征西』は乾隆十八（1753）年の序を載せ、乾隆十九

（1754）年新刻本が残り、『異説反唐』は乾隆十八年の序を載せ、

乾隆二十一（1756）年刊本が残るので、両者の刊行時期は極め

て近い。ここから、『薛丁山征西伝』についてもほぼ同時期の

刊行が計画されていたが、『異説征西』が一歩先んじたために

お蔵入りとし、改めて『異説征西』の要素をも取り込む形で

『説唐三伝』が作られたものと推測できる。『説唐三伝』が薛家

将征西故事のみならず反唐故事までもカヴァーしているのは、



[31] 柴崎公美子 2014は、玄字が
避諱されていないことをもっ
て『金貂記』二段・末段を順
治年間の成立とするが、本稿
第一章でも触れたように、避
諱していないことは、通俗テ
キストの成立年代を確定する
十分条件になり得ないので、
康熙年間以降のテキストであ
る可能性も否定できない。
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新たに作られた征西故事部分に合わせて『異説反唐』の記述を

調整する必要があったためであろう。

このほか、前述のように、『説唐後伝』には尉遅敬徳の息子

として尉遅宝林のみが登場するが、『異説征西』には尉遅豹

麟・豹慶兄弟が登場する。『説唐三伝』にも尉遅宝林・宝慶兄

弟が登場しているので、『説唐後伝』の設定が『異説征西』寄

りに改められたことになる。

おわりに

以上をまとめると、薛家将征西故事小説としては、康熙年間

後半に成立したと思われる『混唐後伝』が最も古く、薛仁貴に

よる薛丁山射殺が語られ、薛金蓮が登場し、薛丁山の妻は陳金

定一人である。乾隆十九年刊の『異説征西』は、『混唐後伝』

を一部手直ししたもので、樊梨花が登場するものの、三休は程

咬金の上奏文で言及されるだけに留まっている。説唐シリーズ

の作者である如蓮居士は、『説唐三伝』に先だって『薛丁山征

西伝』を企画しており、『異説反唐』での言及から、その三休

樊梨花故事は京腔系に近い内容であったことがわかる。それに

『異説征西』の人物・設定などを取り込み、『異説反唐』の記述

を調整・合併して、最終的に『説唐三伝』を刊行したものと思

われる。以上を通じて、薛家将征西故事および三休樊梨花故事

の変遷過程の一端を明らかにするとともに、隋唐故事小説の決

定版とも言うべき『説唐』シリーズの成り立ちについて、新た

な知見を提供し得たと思う。

ところで、清代の内府本の『金貂記』の流れを汲む戯曲に樊

梨花が登場することを、柴崎公美子 2014が指摘している。樊

梨花の登場する『金貂記』・『金貂記征東』・『唐伝』は、康熙帝

の諱に含まれる「玄」字の避諱への対応がまちまちであり、康

熙年間頃の成立である蓋然性が高いが、具体的な成立年代は明

らかでない [31]。



92	 中国都市芸能研究　第二十輯

これらは『金貂記』と題しているが、『敬徳不伏老』雑劇と

同様に敵が高麗となっている。柴崎公美子 2014はその要因を

清朝の対外関係に求めるが、富春堂本『金貂記』の冒頭に『敬

徳不伏老』が付刻され、『万壑清音』巻之二や『綴白裘』第二

冊第二集所収の『金貂記』が収める「北詐」・「北詐瘋」が、い

ずれも実際には『敬徳不伏老』第三折であるように、『金貂記』

と『敬徳不伏老』は混同されており、しかも、尉遅敬徳が発狂

を装う場面は北曲版の人気が一貫して高かったので、それを中

核に『金貂記』の要素などを手直しして取り込み、新たな連台

戯に仕立て直したと見るべきである。戯曲から過度に政治性を

読み取るべきではなかろう。

さて、これら内府本『金貂記』系伝奇の樊梨花であるが、残

念ながら結婚を描く部分は現存しない。薛丁山の妻の女将軍と

して登場し、敵の陣図を破る活躍を見せるが、あくまでも一部

将としての扱いに留まっており、『説唐三伝』や影巻『鎖陽関』

で元帥となり実質的な主役を務めるのに比して、いささか控え

めである。その扱いはむしろ『異説征西』に類似すると言えよ

う。

多くの通俗物語は、小説よりも製作が容易である戯曲・説唱

芸能などを通じて発展しているが、三休樊梨花故事もその例に

漏れず、当時中国最大の演劇・芸能市場であった北京を結節点

として、劇団や芸人の競争を通じて、段階的に形成され広まっ

たものと思われる。京腔系と異なる『異説征西』本文の樊梨花

や、『異説征西』の程咬金上奏文で言及され『説唐三伝』に取

り込まれた三休樊梨花故事は、かかる段階的な物語発展、およ

び北京・江南などの地域を跨いだ通俗文芸の移動・交流の産物

であると推測できるが、その具体的な解明は、今後の新たな資

料の発掘と研究の深化に期したい。
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2021年 5月 15日

2021 年度春季大会

Zoomによるオンライン開催

内容

•	 各種議事

•	 研究発表

	◦川浩二（立教大学）「明代における何文秀

故事」

	◦佐藤仁史（一橋大学）「現代中国における

伝統文化復興の諸相—蘇州郊外の穹窿老

会に即して」

2021年 9月 18日

公開講演会「中国古典戯曲の本色と通俗」（共催）

主催：日本学術振興会科学研究費補助金「中国
古典戯曲の「本色」と「通俗」～明清代
における上演向け伝奇の総合的研究」（平
成 29 ～令和 3 年度、基盤研究 (B)、課題番号：
17H02327、研究代表者：千田大介）

共催：中国都市芸能研究会

	 日本学術振興会科学研究費補助金「近
現代中華圏における芸能文化の伝播・
流通・変容」（令和 2 ～ 3 年度、基盤研究 (B)、
課題番号：20H01240、研究代表者：山下一夫）
Zoomによるオンライン開催

内容

•	 デモンストレーション

	◦中国古典戯曲データベースと音韻表示シ

ステム

•	 講演

	◦材木谷敦（中央大学）「本色論雑考」

	◦山下一夫（慶應義塾大学）「潮州系の演劇と

台湾の影絵人形劇」

	◦千田大介（慶應義塾大学）「京腔通俗伝奇と

薛家将故事」

2021年 12月 25日

2021 年度冬季大会

Zoomによるオンライン開催

内容

•	 各種議事

•	 研究発表

	◦菅野智博（慶應義塾大学）「近代満洲の民間

信仰に関する調査」

	◦平林宣和（早稲田大学）「梅蘭芳と天平文

化　1919 年の東京公演と大正期におけ

る中国文化受容」
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